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現 在 、 特 別 支 援 学 校 や 特 別 支 援 学 級 に 在 籍 して い る幼 児 児 童 生
徒 が 増 加 傾 向 に あ り、 通 級 に よ る 指 導 を 受 け て い る児 童 生 徒 も 平
成 5年度 の 制 度 開 始 以 降 増 力日して き て い る。 ま た 、 平 成 24年に
文 部 科 学 省 が 実 施 した 調 査 「通 常 の 学 級 に在 籍 す る発 達 障 害 の 可
育ヒ性 の あ る 特 別 な 教 育 的 支 援 を 必 要 とす る 児 童 生 徒 に 関 す る 調
査 結 果 」 で は 、 学 習 面 や 生 活 面 等 で の 特 別 な 教 育 的 支 援 を 必 要 と
す る児 童 生 徒 数 が 、6.5%程度 の 割 合 で 、通 常 学 級 に 在 籍 して い る
可 能 性 を 示 され た 。
近 年 、 小 。中 学 校 に お い て 、 通 常 学 級 に 在 籍 して い る発 達 障 害
等 の 可 能 性 を 有 す る 児 童 生 徒 に 対 す る 適 切 な 指 導 及 び 支 援 が 喫
緊 の 課 題 と な つ て い る な か 、 特 別 支 援 学 級 に 在 籍 す る児 童 生 徒 や
通 級 に よ る指 導 の 対 象 と な つ て い る児 童 生 徒 に つ い て も 、 関 係 す
る 各 機 関 と連 携 し た 適 切 な 対 応 が 求 め られ て い る と述 べ て い る
(中央 教 育 審 議 会,平成 17年)。
文 部 科 学 省 特 別 支 援 教 育 資 料 (平成 25年度)によ る と、 平 成
15年の 小 学 校 特 別 支 援 学 級 は 21,384学級 で あ う た の に 対 し、 平
成 25年で は 34,133学級 と、 こ こ 10年で 約 1.6倍に 増 加 し、 毎
年 1,000学級 以 上 の 特 別 支 援 学 級 が 新 設 され て い る 現 状 が あ る。
ま た 、 通 級 に よ る 指 導 を 受 け て い る 児 童 生 徒 数 も 平 成 15年の
32,722名か ら平 成 25年ま で の 10年で 70,924名と 2倍以 上 増 加
して き て い る現 状 が あ る よ うで あ る。
特 別 支 援 学 級 に は 、 全 て の 時 間 を 特 別 支 援 学 級 で 過 ご し、 教 育
を 受 け る必 要 の あ る児 童 生 徒 が い る一 方 で 、 相 当 の 時 間 を 通 常 学
級 で 交 流 教 育 と い う形 で 通 常 学 級 に 在 籍 す る 児 童 と共 に 過 ご す
こ とが 可 能 な 児 童 も み られ 、 そ の 実 態 は 、 児 童 生 徒 の 障 害 の 種 類
や 程 度 に 応 じて 様 々 な 状 況 が あ る よ うだ 。 ま た 、 特 別 支 援 学 級 を
担 当 す る 教 員 は 、 特 別 支 援 学 級 に 在 籍 す る 児 童 べ の 指 導 に 加 え 、
通 常 の 学 級 に 在 籍 す る 障 害 の あ る 児 童 に 対 す る 通 級 指 導 と類 似
した 支 援 や 、 通 常 学 級 を 担 当 す る教 員 に 対 す る相 談 業 務 な ど を行
つ て い る例 も 見 られ る 一 方 で 、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 十 分 な 専 門
性 を 有 しな い 教 員 が 配 置 され る な ど、 必 ず し も効 果 的 に 活 用 され
て い な い 例 も 見 られ る こ と が あ る よ うで あ る (中央 教 育 審 議 会 ,
平 成 17年)。
特 別 支 援 学 級 の 教 育 課 程 は 、 基 本 的 に く 小 学 校 及 び 中 学 校 の 学
習 指 導 要 領 に よ る こ と に な る が 、 障 害 の 程 度 に応 じた 教 育 を行 う
為 、 必 要 が あ る場 合 に は 、 特 別 支 援 学 校 指 導 要 領 を 参 考 と した 特
別 の 教 育 課 程 を編 成 す る こ とが で き る と され て い る (特殊 教 育 の
改 善 ・ 充 実 に 関 す る調 査 研 究 協 力 者 会 議,平成 9年)。 しか し、
通 常 学 校 に 勤 務 す る教 員 の 場 合 、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 専 門 性 が
乏 しい 者 も お り、 十 分 な 教 育 課 程 を 編 成 す る こ と に 難 し さ も あ る
と考 え る。 |
特 別 支 援 教 育 を 担 当 す る教 員 は 、 障 害 の 種 類 に応 じた 専 門 性 が
求 め られ 、 一 人 二 人 の 教 育 的 ニ ー ズ に 対 応 した 指 導 や 支 援 を行 う
た め 、 様 々 な 障 害 に 関 す る基 礎 的 な 知 識 を 有 して い る こ とが 必 要
で あ る と述 べ られ て い る (中央 教 育 審 議 会 教 員 養 成 部 会 ,平成 17
年 )。 しか し な が ら、 特 別 支 援 学 級 担 当 教 員 の 特 別 支 援 学 校 教 諭
免 許 状 の 保 有 率 は 、文 部 科 学 省 特 別 支 援 教 育 資 料 (平成 25年度 )
に よ る と、 小 学 校 で 32.4%と高 い 数 字 とは 言 え な い 状 況 だ 。 そ の
原 因 と して 、 特 別 支 援 学 級 担 当 教 員 に つ い て は 、 制 度 上 特 別 支 援
学 校 教 諭 免 許 状 の 所 有 は 求 め られ て お らず 、 基 礎 免 許 状 だ け で 特
別 支 援 学 級 を 担 当 で き る こ とが 挙 げ られ る。 しか し、 児 童 の 障 害
の 種 類 ・ 程 度 に 即 した 教 育 の 専 門 性 を 求 め られ る こ とは 、 特 別 支
援 学 校 と 同 様 で あ り、 担 当 す る児 童 の 障 害 の 種 別 に 対 応 した 特 別
支 援 学 校 教 諭 免 許 状 の 保 有 率 の 向 上 を 図 つ て い く こ と が 今 後 望
ま れ る と述 べ て い る (特殊 教 育 の 改 善 ・ 充 実 に 関 す る調 査 研 究 協
力 者 会 議 ,平成 9年)。
ま た 、 地 域 に よ つ て は 、 特 別 支 援 学 級 担 当 の 教 員 に 経 験 の 少 な
い 若 手 教 員 や 、 臨 時 的 任 用 教 員 の 配 置 、 学 校 内 の 教 員 が 交 代 で 担
当 して い る こ とか ら、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 専 門 性 が 必 ず し も十
分 で な い 場 合 も あ る と指 摘 され て い る (21世紀 の 特 殊 教 育 の 在 り
方 に 関 す る調 査 研 究 協 力 者 会 議,平成 13年)。
申 央 教 育 審 議 会 が 平 成 17年に 発 表 した 特 別 支 援 教 育 を 推 進 す
る た め の 制 度 の 在 り方 に つ い て (答申)では 、 特 別 支 援 教 育 を 担
当 す る教 員 に つ い て 、 免 許 で 担 保 す べ き 資 質 能 力 と して 、「特 別
支 援 教 育 全 般 に 関 す る 基 礎 的 な 知 識 」「障 害 の あ る 幼 児 児 童 生 徒
の 心 理 、 生 理 及 び 病 理 に 関 す る 一 般 的 な 知 識 ・ 理 解 」「障 害 の あ
る幼 児 児 童 生 徒 の 教 育 課 程 及 び 指 導 法 に 関 す る深 い 知 識 。理 解 及
び 実 践 的 指 導 力 (重複 障 害 児 の 指 導 に 関 す る知 識 ・ 理 解 を含 む )」
「小 。中 学 校 等 の 支 援 の た め に 必 要 な LD・ADHD・高 機 能 自 閉 症
等 に 関 す る 知 識 。理 解 及 び 実 践 的 指 導 力 」 な ど を 一 通 り身 に つ け
た 上 で 、 様 々 な 障 害 の あ る個 々 の 幼 児 児 童 生 徒 へ の 教 育 を 担 当 で
き る 能 力 を 最 小 限 有 し て い る こ と を 中 心 と して 捉 え る こ と が 重
要 で あ る と述 べ て い る。
平 成 10年12月に 改 定 した 小 。中 学 校 指 導 要 領 に お い て 、障 害
の あ る児 童 な ど に つ い て は 、 児 童 の 実 態 に応 じ、 指 導 内 容 や 指 導
方 法 を 工 夫 す る事 、 特 別 支 援 学 級 に よ る指 導 に つ い て は 、 教 師 間
の 連 携 に 努 め 、 効 果 的 な 指 導 を行 う こ と と規 定 され て お り、 特 別
支 援 学 級 に お け る教 育 に つ い て 担 当 教 員 だ け で な く 、 学 校 全 体 で
支 援 して い く体 制 を つ く る こ とが 必 要 で あ る と述 が て い る。 しか
し、 特 別 支 援 学 級 の 児 童 に 対 す る指 導 は 、 特 別 支 援 学 級 担 任 教 員
だ け に任 され る場 合 も多 く、 孤 立 しが ち で あ る との 声 が 聞 か れ る
状 況 も あ る よ うで あ る (21世紀 の 特 殊 教 育 の 在 り方 に 関 す る調 査
研 究 協 力 者 会 議,平成 13年)。
本 郷 ・ 鈴 木 (2007)らの 調 査 に よ る と、通 常 学 級 に 在 籍 す る学
習 障 害 、 注 意 欠 陥 多 動 性 障 害 、 自 閉 症 ス ペ ク トラ ム 障 害 の 児 童 に
つ い て も 、 個 々 の 教 育 的 ニ ー ズ を 把 握 し、 適 切 な 支 援 が 行 わ れ な
け れ ば な ら な い と述 べ る な か 、 特 別 な 支 援 を 必 要 とす る子 ど も た
ち へ の 指 導・援 助 は 主 に 学 級 担 任 が 行 つ て お り、そ の 支 援 方 法 や 、
実 施 等 に つ い て 悩 み 、 不 安 や 負 担 を感 じて い る状 況 、 困 り感 が あ
る と報 告 され て い る。
通 常 学 級 に お い て も 、 特 別 な 支 援 を 必 要 とす る子 ど もへ の 指 導
に 対 し、 悩 み 、 不 安 や 負 担 を 感 じ る 中 で 、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る
専 門 性 を 有 しな い 教 員 が 特 別 支 援 学 級 を 担 当す る こ とで 、 通 常 学
級 の 教 員 よ り困 り感 を 抱 く リス ク は 極 め て 高 い と思 わ れ る。
ま た 、 困 り感 に 関 して は 、 児 童 の 指 導 や 支 援 方 法 だ け で な く、 学
校 で の校 内 体 制 や 、 教 員 、 保 護 者 との 連 携 等t様々 な 部 分 で 多 く
の 困 り感 を 抱 く要 因 が 考 え られ る。
しか し、 小 学 校 特 別 支 援 学 級 担 任 の 困 り感 を 明 らか に した 先 行
研 究 や 実 施 事 例 は ほ とん ど見 当 た らな い の が 現 状 で あ り、 小 学 校
特 別 支 援 学 級 担 任 が ど の よ う な 事 に 困 り感 を 抱 え て い る の か も
明 らか に され て い な い 。
そ こ で 本 研 究 で は 、 小 学 校 特 別 支 援 学 級 担 任 の 困 り感 を 明 らか
に す る と と も に 、 どの よ うな 困 り感 が あ る の か に つ い て 把 握 し、





第 1節 問 題 と 目的
特 別 支 援 学 級 を 担 当す る教 員 は 、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 専 門 的
な 知 識 を 有 す る こ とは 必 要 だ と考 え る。 しか し、 第 1章で 述 べ て
き た よ うに 、 特 別 支 援 学 級 は 年 々 増 加 傾 向 に あ る が 、 特 別 支 援 学
校 教 諭 免 許 状 の 保 有 は 通 常 小 学 校 の 場 合 3割と決 して 高 い 数 値 と
は 言 え な い 。
特 別 支 援 教 育 に 関 す る 専 門 的 な 知 識 が 無 い こ とで 、 児 童 の 指 導
や 実 態 把 握 な ど学 校 現 場 に お い て も様 々 な 困 り感 が 抱 か れ る も
の と思 わ れ る。 だ が 、 通 常 学 校 の 場 合 、 特 別 支 援 学 校 教 諭 免 許 状
の 取 得 は 義 務 と され て お らず 、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 専 門 的 な 知
識 が 豊 富 と は 考 え に くい 。
そ の た め 、 特 別 支 援 学 級 を 担 任 す る教 員 は 、 担 当す る こ とが 決
ま り、 そ こ か ら特 別 支 援 教 育 に 関 す る指 導 や 実 態 把 握 等 の 知 識 を
得 る こ とが 求 め られ る こ とで 、 実 際 児 童 を 指 導 す る 際 な ど に 様 々
な 困 り感 を 抱 く も の と思 わ れ る。
そ こ で 本 調 査 で は 、 本 研 究 を進 め る第 一 歩 と して 、 特 別 支 援 学
級 担 任 経 験 者 に 集 団 イ ン タ ビ ュ ー を行 い 、 特 別 支 援 学 級 担 任 が ど
の よ うな 困 り感 を 抱 え て い る の か 把 握 し、 イ ン タ ビ ュ ー で 抽 出 さ
れ た 発 言 を 軸 に 、 本 研 究 で 行 う質 問 紙 の 土 台 を 作 成 す る こ と を 目
的 とす る。
第 2節 方 法
1.調査 対 象
調 査 対 象 は 通 常 小 学 校 で 特 別 支 援 学 級 担 任 を 経 験 し た こ と の
あ る 教 員 5名 (大学 院 生)とす る。 特 別 支 援 学 級 の 障 害 種 別 は 間
わ な い も の とす る。
2.調査 方 法
グ ル ー プ イ ン タ ビ ュ ニ 法 を 参 考 に 、集 団 イ ン タ ビ ュ ー 調 査 を行
う。 あ らか じめ 作 成 した イ ン タ ビ ュ ー ガ イ ド (資料 1)に沿 つ て
90分間 の 話 し合 い を 求 め 、そ の 様 子 を ビデ オ 、ボ イ ス レ コー ダ ー
及 び 筆 記 に よ っ て 記 録 す る。 イ ン タ ビ ュ ー の ス タ ッ フ は 、 司 会 者
1名 (特別 支 援 教 育 専 攻 の 大 学 院 生)と記 録 者 1名 (特別 支 援 教
育 専 攻 の 大 学 院 生)とす る。
3.調査 実 施 日
調 査 実 施 日 は 2014年 2月 3 日 とす る。
4。調 査 内 容
イ ン タ ビ ュ ー ガ イ ドに つ い て は 、 目的 に 沿 う よ うに 配 慮 して 、
筆 者 が 原 案 を 作 成 し、特 別 支 援 教 育 専 攻 の 大 学 教 員 1名と検 討 を
重 ね て 決 定 した 。 イ ン タ ビ ュ ー ガ イ ドに 記 載 す る質 問 項 目は 以 下
の 6点とす る。
表 1 インタビューガイドに記 載 する質 問 項 目
1 特 別 支 援 学 級 担 任 だつた時 に、学 習 面 や生 活 面 の指 導 で困 つたこと。
2 特 別 支 援 学 級 担 任 として、特 別 支 援 教 育 に関 するスキルアップのため に
行 つたこと。
3学校 内 の教 職 員 との連 携 で良 かったこと、困 つたこと。
4保護 者 との連 携 で良 かつたこと、困 つたこと。
5 特 別 支 援 学 級 担 任 だつた時 に感 じていたストレスについて。
6その他
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5。調 査 対 象 者 に つ い て
5名の 教 員 (大学 院 生)を対 象 と した 。
6。分 析 方 法 に つ い て
ビデ オ 等 に よ つ て 記 録 され た も の か ら逐 語 録 を 作 成 し (資料 2)
そ の 中 か ら 困 り感 に 関 す る 主 張 を 含 ん で 入 る と考 え られ る 発 言
を 1件と して 抽 出 して カ テ ゴ リー 分 類 した 。 な お 、 司 会 者 の 発 言
は 除 く も の と した 。 抽 出 。分 類 作 業 に あ た つ て は 、 筆 者 及 び 、 特
別 支 援 教 育 専 攻 の 大 学 院 生 2名の 計 3名で 行 ら た 。
表 2調査 対 象 プロフィール
対 象 者 特 別 支 援 学 級 担 任 経 験 年 数 特 別 支 援 学 校 教 諭 免 許 状
A 1年 無 し
B 3年 無 し
C 8年 有 り
D 3年 無 し
E 2年 無 し
第 3節 結 果 と考 察
1.結果 の 概 要
イ ン タ ビ ュ ー 全 体 で 、 164件の 発 言 が 抽 出 ・ 分 類 され た 。 そ れ
ら を イ ン タ ビ ュ ー ガ イ ドに 記 載 した 6つの カ テ ゴ リー に 分 類 を 行
い 、 さ ら に 8つの 小 カ テ ゴ リー に 分 類 す る形 で 整 理 す る こ とが で
き た 。
件 数 の 多 い カ テ ゴ リー 順 に 、「特 別 支 援 学 級 担 任 だ つ た 時 に 、
学 習 面 や 生 活 面 で 困 つ た こ と」 が 43件(26.2%)、「特 別 支 援 学
級 担 任 だ つ た 時 に感 じて い た ス トレス 」 が 42件(25.6%)、「学
校 内 の 教 職 員 と の 連 携 で 良 か つ た こ と 、 困 つ た こ と 」 が 39件
(23.8%)「保 護 者 との 連 携 で 良 か っ た こ と、 困 つ た こ と」 が 16
件 (9.8%)、「そ の 他 」 が 13件(7.9%)、「特 別 支 援 学 級 担 任 と し
て 、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る ス キ ル ア ップ の た め に行 つ た こ と」 11
件 (6。7%)であ つ た 。
2.学習 面 や 生 活 面 の 指 導 で 困 つ た こ と に つ い て 。
特 別 支 援 学 級 担 任 だ つ た 時 に 、 学 習 面 や 生 活 面 の 指 導 に 関 す る
困 り感 の 発 言 は 43件で あ つ た 。 発 言 内 容 は 主 に 、 特 別 支 援 教 育
の 専 門 性 が 無 い 事 、 教 員 自身 が 特 別 支 援 学 級 の 児 童 に 対 して 、 指
導 や 実 態 把 握 に つ い て の ス キ ル が 無 い 事 、 初 め て の 経 験 で 理 解 で
き な い こ とが 多 い 事 、 人 手 不 足 に 関 す る こ と、 通 常 学 級 や 、 市 内
の 特 別 支 援 学 級 と の 繋 が りが あ ま り無 い こ と等 の 発 言 が あ っ た 。
学 習 面 や 生 活 面 の 指 導 に 関 す る発 言 を 以 下 に 示 す 。
表 3 学 習 面 や生 活 面 の指 導 で困 つたことに関 する発 言
「特 別 支 援 学 級 に関 する専 門 性 が無 い発 言 」
・アセスメントカ が無 い ・子 ども実 態 把 握 が 出 来 ない 。一 人 T人のニーズが
掴 めない ・子 どもによつて実 態 が違 う ・どんなことができるのかアセスメントから
しなけれ ばならない ・特 別 支 援 教 育 に関 して全 く知 識 が足 りない等
「 自 分 自 身 の特 別 支 援 学 級 に関 する知 識 が無 い発 言 」
・どう指 導 したらよいのかわからない ・学 習 しても定 着 しない ・理 解 が難 しい子
への指 導 のやり方 がわからない ・児 童 がパニックになると、なかなかおさまらず次
に進 まない ・担 当 している児 童 が重 複 障 害 である ・重 症 児 は特 にわからない
・ドの教 材 が良 いのかわからない ・教 材 作 りが難 しかつた 。手 探 りでの指 導 等
「初 めての経 験 に関 する発 言 」
・特 別 支 援 学 級 が新 設 であつた 。肢 体 不 自 由 の子 を持 つことが初 めてだった
・通 常 学 級 との指 導 とは 180度違 う等
「人 手 不 足 に関 する発 言 」
口授 業 自体 も人 手 が足 りない 。複 数 の人 数 を同 時 に教 えることができない
・学 習 に個 人 差 がある ・教 材 作 りが大 変 等
「通 常 学 級 や市 内 の特 別 支 援 学 級 と繋 がりが無 いことに関 する発 言 」
・市 内 にも同 じような学 級 が無 い ・通 常 学 級 だと悩 んだときは詳 しい教 員 に聞
くことができるが、特 別 支 援 教 育 に関 しては聞 ける教 員 がいない ・行 事 をどのよ
うに参 加 させるか悩 む ・聞 いた話 と、児 童 の発 達 段 階 が合 わず指 導 に活 かせ
ない ・児 童 の事 を理 解 しているようで、実 は全 然 引 き継 げてなかつた等
特 別 支 援 学 級 担 任 は 、 学 習 面 や 生 活 面 の 指 導 で 多 くの 困 り感 を
感 じて い る発 言 が あ つ た:発言 に 関 して は 、 特 別 支 援 教 育 の 専 門
性 が 無 い 事 、 教 員 自身 が 特 別 支 援 学 級 の 児 童 に 対 して 、 指 導 や 実
態 把 握 に つ い て の ス キ ル が 無 い 事 、 初 め て の 経 験 で 理 解 で き な い
こ とが 多 い 事 、 人 手 不 足 に 関 す る こ と、 通 常 学 級 や 、 市 内 の 特 別
支 援 学 級 との 繋 が りが あ ま り無 い こ と等 の 発 言 が あ り、 小 項 目 と
して 、 ス キ ル ア ップ に 関 す る こ と、 校 内 体 制 に 関 す る こ と、 児 童
の 指 導 に 関 す る こ と、 児 童 の 実 態 把 握 に 関 す る こ とに 振 り分 け ら
れ る の で は な い か と考 え られ る。
3.特別 支 援 教 育 に 関 す る ス キ ル ア
特 別 支 援 教 育 に 関 す る ス キ ル ア
あ つ た 。 特 別 支 援 教 育 の ス キ ル ア
ップ に つ い て 。
ップ に つ い て の 発 言 は 11件で
ップ に 関 す る発 言 を 以 下 に 示 す 。
表 4特別 支 援 教 育 に関 するスキルアップの為‐に行 なつた発 言
「スキルアップの為 に行 なった発 言 」
・様 々な研 修 会 に参 加 した ,外部 から講 師 を呼 んだ ・同 じ立 場 の教 員 と情 報
交 換 を行 つた 。児 童 が通 つている外 部 機 関 に見 学 に行 つた 日本 や資 料 を読
んだ等
特 別 支 援 教 育 の ス キ ル ア ッ プ に 関 す る発 言 は 、 小 項 目 と して 、
ス キ ル ア ップ に 関 す る こ と、 校 内 体 制 に 関 す る こ とに 振 り分 け ら
れ る の で は な い か と考 え る。
こ の カ テ ゴ リー は 11件と発 言 は 少 な い も の の 、 教 員 た ち が 困
り感 を感 じて な い わ け で は な く、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る ス キ ル ア
ッ プ を 行 え る 環 境 整 備 な ど が 整 っ て い な い こ と も発 言 が 少 な か
つ た 原 因 と も考 え られ る。
研 修 会 等 に 関 して も 、 学 校 内 で 研 修 会 を 行 うの で は な く、 担 任
自身 が 外 部 に 出 か け 研 修 会 に 参 加 す る こ とや 、 本 や 資 料 を 読 む 、
同 じ立 場 の 教 員 と情 報 交 換 を す る な ど、 ス キ ル ア ップ に 関 す る 環
境 整 備 の 実 態 も考 え 、 調 査 を 進 め て い く必 要 が あ る と思 う。
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4.学校 内 の 教 職 員 との 連 携 に つ い て 。
学 校 内 の 教 職 員 との 連 携 で 良 か つ た こ と、 困 つ た こ と に つ い て
の 発 言 は 39件で あ つ た 。 そ の 内 、 困 つ た こ と に 関 す る発 言 は 30
件 あ り、 大 き く分 け る と、 担 任 と して の 負 担 に 関 す る 困 り感 の 発
言 、 校 内 体 制 に 関 す る 困 り感 の 発 言 の 2うに 分 け られ た 。 学 校 内
の 教 職 員 との 連 携 で 困 つ た こ とに 関 す る発 言 を 以 下 に 示 す 。
表 5ゝ 学 校 内 の教 職 員 との連 携 で困 つたことに関 する発 言
「担 任 としての負 担 に関 する困 り感 の発 百 」
・特 別 支 援 学 級 は楽 だと思 われている ・特 別 支 援 学 級 は下 にみ られている ・
通 常 学 級 とは違 うという疎 外 感 を感 じる ・交 流 学 級 の先 生 が特 別 支 援 学 級
にどれ くらい意 識 を向 けてくれるのかで変 わる ・通 常 学 級 が 当 たり前 になつてい
る教 員 は、自 分 たちの方 が忙 しいと思 つている ・特 別 支 援 学 級 は暇 だと思 わ
れ 、仕 事 を回 される 。通 常 学 級 の方 が人 数 が 多 いから大 変 と言 われる。 口障
害 をもつている児 童 のことをどう共 通 理 解 してもらえるのか ・教 師 の連 携 が児
童 に繁 栄 することが辛 い ・1人でも手 伝 いに来 てほしいと感 じていた等
「校 内 体 制 に関 する困 り感 の発 言 」
・特 別 支 援 学 級 担 任 が初 めてにも関 わらず、口 頭 での引 継 ぎだつたため戸 惑 つ
た ・教 師 間 で共 通 理 解 がや りにくい ・交 流 先 で勉 強 が見 られ ないか らと、交
流 先 で過 ごす時 間 にも関 わ らず特 別 支 援 学 級 に戻 す ・交 流 級 の先 生 と授 業
配 慮 などの連 携 ができていない ・変 更 事 項 を急 に朝 などに言 われる 。交 流 学
級 から 10回に 5回は連 絡 がない ・保 護 者 に対 する特 別 支 援 学 級 としての接
し方 が教 員 には理 解 してもらえない ・保 護 者 が学 校 に文 句 を言 つてくるの は、
それを許 している支 援 学 級 の先 生 が甘 いからと言 われる
特 別 支 援 学 級 担 任 は 、 学 校 内 の 教 職 員 との 連 携 で 多 く の 困 り感
を感 じて い る発 言´ が あ つ た 。 発 言 に 関 して は 、 担 任 と して の 負 担
に 関 す る こ と、 校 内 体 制 に 関 す る こ と、 教 員 同 士 の 連 携 や 人 間 関
係 に 関 す る こ と に 振 り分 け る こ と が で き る の で は な い か と 考 え
る。 ま た 、 こ の カ テ ゴ リー で 出 た 発 言 は 、 抽 出 件 数 が 多 い こ とか
ら も 、 重 要 な カ テ ゴ リー 項 目 に な る の で は な い か と言 え る。
5.保護 者 との 連 携 に つ い て 。
保 護 者 との 連 携 で 良 か つ た こ と、 困 つ た こ と に つ い て の 発 言 は
16件で あ つ た 。そ の 内 、困 つ た こ と に 関 す る発 言 は 8件あ り、児
童 の 指 導 に 活 か しに くい 発 言 と、 保 護 者 との 連 携 に 関 す る発 言 に
分 け られ た 。 保 護 者 との 連 携 で 困 つ た こ とに 関 す る発 言 を 以 下 に
示 す 。
表 6保護 者 との連 携 で困 つたことに関 する発 言
「児 童 の指 導 に活 かしにくい発 言 」
・子 どもの成 長 に関 して通 常 学 級 より保 護 者 がシビア ・保 護 者 の要 求 が物 凄
い ・外 部 の専 門 機 関 のやり方 を押 しつけてくる等
「保 護 者 との連 携 に関 する発 言 」
“保 護 者 との連 携 が近 すぎる ・保 護 者 との関 係 づくりが難 しい等
保 護 者 の 連 携 で 困 つ た こ と に 関 して は 小 項 目 も保 護 者 と の 連
携 に 関 す る こ とで 振 り分 け られ る の で は な い か と考 え る。 こ の カ
テ ゴ リー は 16件の 発 言 の 内 、 困 り感 に 関 す る発 言 は 8件と少 な
い 割 合 だ が 、 特 別 支 援 学 級 担 任 を 行 う上 で 、 保 護 者 と の 関 わ りは
切 り離 せ な い も の で あ り、 保 護 者 と連 携 を して い く上 で 、 改 善 で
き る 困 り感 が あ る と思 わ れ る。
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6.特別 支 援 学 級 担 任 の 感 じ る ス トレス に っ い て 。
特 別 支 援 学 級 担 任 の 感 じ る ス トレス に つ い て の 発 言 は 42件で
あ っ た 。 ス トレス に 関 連 す る 発 言 は 大 き く分 け 、 学 校 内 や 教 員 の
人 間 関係 に 関 す る ス トレス の 発 言 、 支 援 員 に 関 す る ス トレス の 発
言 、保 護 者 に 関 す る ス トレス の 発 言 の 3つに 分 け られ た 。 特 別 支
援 学 級 担 任 の 感 じ る ス トレス の 発 言 を 以 下 に 示 す 。
表 7 特 別 支 援 学 級 担 任 の感 じるストレスの発 言
「学 校 内 や教 員 の人 間 関 係 に関 するストレスの発 言 」
・何 も言 えない環 境 がある ・相 談 できる先 生 が誰 もいない ・特 別 支 援 学 級 は
人 数 が少 ないから楽 と言 われる ・教 員 全 員 で児 童 を見 ていると言 いながらみて
ない環 境 ・大 人 同 士 の関 係 が難 しい ・空 き時 間 がない ・休 めない 。支 援 が
大 変 な児 童 が毎 日 夢 に出 てくる ・子 どもの成 長 が見 えにくい ・なんでできない
のと思 う ・職 場 の 中 で孤 立 感 を感 じてしまう ・疎 外 感 を感 じる等
「支 援 員 に関 するストレスの発 言 」
・支 援 員 が担 任 を越 えて保 護 者 の方 と勝 手 に話 が進 んでいる ・支 援 員 同 士
の指 導 の違 い、陰 口 ・職 務 に対 して主 張 ばかりしてくる支 援 員 等
「保 護 者 に関 するストレスの発 言 」
・通 常 学 級 と違 つて保 護 者 が毎 日 来 るので、すべてが見 られているような感 じが
する ・何 か問 題 があると全 て教 員 のせい ・保 護 者 の 目 がストレス等
特 別 支 援 学 級 担 任 の感 じ る ス トレス に つ い て は 、 多 く の 困 り感
を感 じて い る発 言 が あ つ た 。 発 言 に 関 して は 、 児 童 の 実 態 把 握 に
関 す る こ と、 保 護 者 との 連 携 に 関 す る こ と、 支 援 員 と の 関 係 に 関
す る こ と、 教 員 同 士 の 連 携 に 関 す る こ と、 担 任 と して の 負 担 に 関
す る こ と に 振 り分 け られ る の で は な い か と考 え る。 ま た 、 こ の カ
テ ゴ リー で 出 た 発 言 は 、 抽 出 件 数 が 多 い 事 か ら も 、 重 要 な カ テ ゴ
リー 項 目に な る の で は な い か と言 え る。
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7.その 他
そ の 他 に つ い て の 発 言 は 13件で あ つ た 。 そ の 他 の 発 言 に 関 す
る 内 容 を 以 下 に 示 す 。
表 8その他 に関 する発 言
「その他 に関 する発 言 」
・学 年 がバラバラ ・教 員 自 身 が特 別 支 援 学 級 に入 ることで、今 までやつてきた
ことを崩 してしまうのではないかというような感 覚 を抱 えながら担 任 をしていた
・ボランティアで入 る方 も教 員 免 許 を取 得 している方 がありがたい ・個 別 の時 間
だけだといいのにと思 う ・講 演 会 などで聞 く話 が 、講 演 をされる方 によって異 な  '
ることを言 うので混 乱 してしまう 。学 校 の中 に研 修 が十 分 に用 意 されてない
・通 常 学 級 の先 生 方 と繋 がりを持 ちながら一 緒 にやっていけたらという気 持 ちが
ある ・支 援 学 級 を担 当 することで原 点 に返 れた ・特 別 支 援 学 級 担 任 をでき
て良 かつた ・もつと特 別 支 援 学 級 がメジャーになつてほしい等      、
そ の 他 の カ テ ゴ リー 項 目で は 、 主 に 担 任 と して の 負 担 に 関 す る
項 目に 振 り分 け られ る の で は な い か と考 え られ る。
特 別 支 援 学 級 と言 う特 殊 な 形 態 だ か ら こ そ 、 出 て く る発 言 ば か
りで あ り、 今 後 調 査 を進 め る に 当 た り、 そ の 他 カ テ ゴ リー で 出 て
き た 発 言 も 、 重 要 な カ テ ゴ リー 項 目に な る の で は な い か と考 え ら
れ る。
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第 4節 ま と め
調 査 1によ り、特 別 支 援 学 級 を 担 当 した 教 員 が 抱 え や す い 困 り
感 を整 理 、 集 約 す る こ とが で き た 。 又 、 イ ン タ ビ ュ ー ガ イ ドに 記
載 した 6つの カ テ ゴ リー に 分 類 を行 い 、 さ ら に 、 ス キ ル ア ップ に
関 す る こ と、 校 内 体 制 に 関 す る こ と 、 児 童 の 指 導 の 関 す る こ と 、
児 童 の 実 態 把 握 に 関 す る こ と、 保 護 者 との 連 携 に 関 す る こ と、 支
援 員 との 関 係 に 関 す る こ と、 教 員 同 士 の 連 携 や 人 間 関 係 に 関 す る
こ と、担 任 と して の 負 担 に 関 す る こ との 8つの カ テ ゴ リー に 分 類
す る形 で 整 理 した 。
発 言 件 数 の 多 い カ テ ゴ リー 順 で は 、 特 別 支 援 学 級 担 任 だ つ た 時
に 、 学 習 面 や 生 活 面 で 困 つ た こ とが 43件で 一 番 多 か っ た 。
通 常 学 校 で 勤 務 す る教 員 の 場 合 、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 専 門 的
な 知 識 を 有 して い る者 は 少 な く、 特 別 支 援 学 級 の 指 導 は 、 通 常 学
級 の 指 導 と大 き く異 な る為 、 児 童 に合 つ た 学 習 や 、 生 活 面 で の 指
導 に 困 難 が 生 じ る の で は な い か と考 え る。ま た 、通 常 学 校 の 場 合 、
教 科 等 に 関 す る事 で 理 解 出 来 な い こ とが あ れ ば 、 同 僚 に 相 談 で き
る環 境 が あ る が 、 特 別 支 援 学 級 担 任 の 場 合 は 、 学 校 内 に 支 援 学 級
が 1から 2クラ ス しか な い こ と も多 く あ り、相 談 で き る 環 境 も通
常 学 級 と比 べ 、 整 っ て 無 い も の と思 わ れ る。
次 に発 言 件 数 の 多 い カ テ ゴ リー と して 、 特 別 支 援 学 級 担 任 の 感
じ る ス トレ ス に つ い て 42件で あ つ た 。
担 任 が 感 じ る ス トレス の 要 因 と して は 、 教 員 同 士 の 連 携 や 人 間
関係 、 支 援 員 との 関係 、 保 護 者 との 関係 に 関 す る発 言 に 分 け られ
る。 そ の 中 で も 、 教 員 同 士 の 人 間 関 係 に つ い て 関 す る発 言 が 一 番
多 く、 発 言 内 容 と して 、 相 談 で き る環 境 が 無 い 事 や 、 特 別 支 援 学
級 担 任 は 楽 だ と思 わ れ て い る こ と、 職 場 の 中 で 孤 立 感 や 疎 外 感 を
感 じて い る 等 の 発 言 が 挙 げ られ た 。
学 校 内 の 教 職 員 との 連 携 で 困 つ た こ とに つ い て は 、30件の 困 り
感 に 関 す る発 言 が 挙 げ られ た 。 発 言 内 容 は 、 担 任 と して の 負 担 に
関 す る発 言 と、 校 内 体 制 に 関 す る 困 り感 の 発 言 に 分 け られ た 。 こ
の カ テ ゴ リー で 述 べ られ た 発 言 は 、 特 別 支 援 学 級 だ つ た 時 に感 じ
る ス トレス の 発 言 カ テ ゴ リー と被 る部 分 も 多 く、 教 職 員 との 連 携
が 与 え る 困 り感 の 要 因 が 何 か し ら 関 係 して い る の で は な い か と
考 え る。
保 護 者 との 連 携 で 困 つ た こ と、 特 別 支 援 学 級 担 任 と して 、 特 別
支 援 教 育 に 関 す る ス キ ル ア ッ プ の た め に行 っ た こ と 、 そ の 他 の カ
テ ゴ リー に つ い て は 、 上 記 で 述 べ られ た 学 習 面 や 生 活 面 で 困 つ た
こ と、 特 別 支 援 学 級 担 任 と して の ス トレス 、 学 校 内 の 教 職 員 との
連 携 に 関 す る発 言 件 数 よ りは 少 な い が 、 ど の 項 目に も 困 り感 に 関
連 す る発 言 が あ つ た こ とが 整 理 で き た 。
全 体 を 通 して 、 ス キ ル ア ップ に 関 す る こ と、 校 内 体 制 に 関 す る
こ と、 児 童 の 指 導 の 関 す る こ と、 児 童 の 実 態 把 握 に 関 す る こ と 、
保 護 者 との 連 携 に 関 す る こ と、 支 援 員 との 関 係 に 関 す る こ と、 教
員 同 士 の 連 携 や 人 間 関係 に 関 す る こ と、 担 任 と して の 負 担 に 関 す
る こ との 8つの カ テ ゴ リァ を 整 理 す る こ とで 、特 別 支 援 学 級 担 任
の 困 り感 に つ い て 調 査 が 進 め られ る の で は な い か と思 う。
以 上 の こ とか ら、8つの カ テ ゴ リー を 軸 に 調 査 2で行 う質 問 紙
を 作 成 した 。 内 容 に つ い て は 、 筆 者 が 原 案 を 作 成 し、 特 別 支 援 教
育 専 攻 の 大 学 教 員 1名及 び 大 学 院 生 5名と検 討 を 重 ね 、7つの 基
本 情 報 (表 9)、8つの 困 り感 (表 10)、困 り感 に 関 す る 38の小
項 目 (表11)とす る。
質 問 紙 の 項 目 を 以 下 に 示 す 。
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表 9基本 情 報
1 本 務 教 員 ですか臨 時 的 任 用 教 員 ですか。
2 特 別 支 援 学 級 を担 当 して今 年 度 で通 算 何 年 目 ですか。
3 特 別 支 援 学 校 教 諭 免 許 状 を保 有 していますか。
4 あなたが担 当 する特 別 支 援 学 級 に在 籍 する児 童 は何 人 ですか。
5 担 任 している特 別 支 援 学 級 の障 害 種 別 は何 ですか。(複数 回 答 可 )
6 今 年 度 、特 別 支 援 教 育 に関 する本 や資 料 を何 冊 くらい調 べましたか、又 は
読 みましたか。
特 男1支援 教 育 に関 する学 校 内 での研 修 は今 年 度 中 で何 回 位 予 定 されて
いますか。
表 103つの困 り感
1 スキルアップに関 する事 で、どの程 度 困 つていますか。
2 校 内 体 制 に関 する事 で、どの程 度 困 つていますか。
3 児 童 への指 導 に関 する事 で、どの程 度 困 つていますか。
4 児 童 の実 態 把 握 に関 する事 で、どの程 度 困 つていますか。
5 保 護 者 との連 携 に関 する事 で、どの程 度 困 つていますか。
6 支 援 員 との関 係 に関 する事 で、どの程 度 こまつていますか。
教 員 同 士 の連 携 や人 間 関 係 で、どの程 度 困 つていますか。
8 担 任 としての負 担 に関 する事 で、どの程 度 困 つていますか。
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表 11 38の質 問 項 目
1 特 別 支 援 教 育 についての校 内 体 制 は整 つていますか。
2 特 別 支 援 学 級 に在 籍 している児 童 について、教 員 間 で共 通 理 解 はできていま
すか。
3 交 流 学 級 で学 ぶ時 間 にも関 わらず、児 童 が,特別 支 援 学 級 に戻 つてくることはありますか。
4 学 校 行 事 等 で、支 援 が必 要 な児 童 に適 切 な配 慮 ができていますか。
5 学 校 行 事 等 で、支 援 が必 要 な児 童 に対 して校 内 での連 携 はできていますか。
校 内 や交 流 学 級 で急 な予 定 変 更 があつた場 合 、特 別 支 援 学 級 にも連 絡 はあ
りますか。
7 特 別 支 援 学 級 担 任 を受 け持 つた際 に、引 継 ぎはスムーズに行 われましたか。
8 困 つた時 や悩 んだ時 に、相 談 できる人 はいますか。
9 交 流 学 級 の担 任 と、連 携 は取 れていますか。
10 教 員 同 士 で、教 材 作 りについて連 携 は取 れていますか。
教 員 同 士 で、年 間 計 画 の打 ち合 わせはできていますか。
12 教 員 同 士 で、指 導 技 術 の教 え合 いなどをしていますか。
13 担 任 して いる児 童 か ら叩 かれ た りt叩かれ そうになることはあ ります か 。
14 重 複 障 害 児 や重 症 心 身 障 害 児 の、指 導 方 法 に関 する知 識 はありますか。
15 児童 の能 力 に応 じた教 材 を活 用 していますか。
16 教 科 指 導 について一 定 程 度 の知 識 はありますか。
担 任 している児 童 の成 長 は見 えやすいですか。
18 担 任 している学 級 の中 で児 童 の個 人 差 は大 きいですか。
19 児 童 がパニックになった時′の理 由 や背 景 が予 測 できますか。
20 保 護 者 からたくさんの要 求 がありますか。
21 保 護 者 と会 う機 会 がたくさんありますか。
22 保 護 者 が学 級 担 任 に強 く依 存 してくることはありますか。
23 保 護 者 が、外 部 機 関 の指 導 を押 し付 けてくることがありますか。
24 保 護 者 が、研 修 会 などの案 内 を持 つてくることがありますか。
25 児 童 について、保 護 者 と情 報 交 換 をする時 間 はありますか。
26 保 護 者 からの情 報 を学 校 内 の指 導 に活 かせていますか。
27 児童 に対する支 援 員の支 援 や指導 は十分 ですか。
28 支 援 員 が、相 談 無 しに物 事 を進 めていることはありますか。
29 支 援 員 からt職務 に関 する要 求 はたくさんありますか。
30 児 童 が通 つている病 院 や療 育 施 設 と関 わる事 がありますか。
31 他 の特 別 支 援 学 級 や特 別 支 援 学 校 の教 員 と交 流 する機 会 がありますか。
32 他 の教 員 から、特 別 支 援 学 級 は楽 だと思 われていると感 じますか。
33 特 別 支 援 学 級 を担 当 する人 は、能 力 が低 いと思 われていると感 じますか。
34 学 校 の中 で孤 立 感 がありますか。
35 必 要 な時 に年 休 は取 れますか。
36 勤 務 時 間 中 の休 み 時 間 は確 保 されていますか。
37 自 分 の後 輩 に、特 別 支 援 学 級 の担 任 を勧 めたいと思 いますか。





第 1節 問 題 と 目的
調 査 1では 、通 常 小 学 校 で 特 別 支 援 学 級 担 任 を 経 験 した こ と の
あ る教 員 5名 (大学 院 生)に対 し グル ー プ イ ン タ ビ ュ ー 法 を 参 考
に イ ン タ ビ ュ ー 調 査 を 実 施 した 。
イ ン タ ビ ュ ー の 結 果 、 特 別 支 援 学 級 担 任 は 多 くの 困 り感 を 抱 え
て い る こ とが 明 らか に な り、 担 任 の 困 り感 を軽 減 す る こ とが 今 後
重 要 な 課 題 と考 え る一 方 で 、 小 学 校 特 別 支 援 学 級 の 困 り感 を 明 ら
か に した 調 査 は 少 な い 。
そ こ で 本 研 究 で は 、調 査 1で出 て き た 、 ス キ ル ア ップ に 関 す る
事 、 校 内 体 制 に 関 す る事 、 児 童 の 指 導 に 関 す る 事 、 児 童 の 実 態 把
握 に 関 す る事 、 保 護 者 と の 連 携 に 関 す る事 、 支 援 員 との 関係 に 関
す る 事 、 教 員 同 士 の 連 携 や 人 間 関 係 に 関 す る事 、 担 任 と して の 負
担 に 関 す る事 の 8つの カ テ ゴ リー を 軸 に 、特 別 支 援 学 級 担 任 が 抱
え る課 題 や 困 り感 を 明 らか に す る 事 を 目的 とす る。
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第 2節 方 法
1.調査 対 象
調 査 対 象 は 、A県内 の 小 学 校 274校中 、全 学 年 の 合 計 が 5クラ
ス 以 上 あ る 208校を 対 象 とす る。
2.調査 方 法
調 査 方 法 は 郵 送 法 に よ る質 問 紙 調 査 を行 う。 対 象 校 に 調 査 依 頼
文 1部 (資料 3)、質 問 紙 5部 (資料 4)、返 信 用 封 筒 1部を送 付
す る。 回 答 者 は 、 特 別 支 援 学 級 担 任 とす る。
3.調査 期 間
調 査 期 間 は 、2014年8月か ら 9月ま で とす る。
4。調 査 内 容
調 査 内 容 は 、 特 別 支 援 学 級 担 任 が 抱 え る課 題 や 困 り感 を 把 握 す
る た め の 物 で あ る。
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第 3節 結 果 と考 察
1.回収 結 果
208校中 125校267学級 の 特 別 支 援 学 級 担 任 か ら回 答 が 得 られ
た (61.9%)。そ こ か ら、無 効 回 答 を 除 外 し、有 効 回 答 は 198(45。9%)
とな つ た 。
2.基本 情 報 に つ い て の 集 計 結 果 (n=198)
表 1立場
本 務 教 員 臨 時 的 任 用 教 員
152(76.8) 46(23.2)
数 字 は人 数 、()内は%
表 3免許 の有 無
あ り 無 し
98(49.5)100(505)
数 字 は人 数 、()内は%
表 2特別 支 援 学 級 の経 験 年 数
1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年
55(27.8)40(20.2)25(12.6)10(5.1)2(6.1)3(6.6)4(2.0)8(4.0)
9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年
3(1.5)13(6.6)1(0.5)3(1.5)0(0.0)2(1.0)2(10)2(1.0)
17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年
0(0.0)0(0.0)1(05)0(0.0)2(1.0)0(0.0)1(0.5)1(0.5)
数 字 は人 数 、()内は%
表 4児童 の在 籍 人 数
1人 2人 3人 4人 5人 6人 7人 8人 9人
7(3.5)17(8.6)28(1411)19(9.6)54(27.3)39(19.7)20(10.1)13(6.6)1(0.5)
数 字 は人 数 、()内は%
表 5障害 種 別 (複数 回 答 可 )




数 字 は人 数 、()内は%
表 6 今 年 度 読 んだ。調 べた本 や資 料 の数
0冊 1冊 2冊 3冊 4冊 5冊 6冊 7冊 8冊
8(4.0)12(61)13(6.6)32(16.2)25(12.6)49(24.7)9(4.5)11(5.6)3(15)
9冊 10冊 11 1冊 12 冊 13 冊 14 冊 15冊 16 冊 17 冊
0(0.0)22(11.1)0(0.0)1(0.5)2(1.0)0(0.0)3(1.5)1(0.5)0(0.0)
18 冊 19 冊 20冊 21 1円 22冊 23冊 24冊 25冊 30冊
0(0.0)0(0.0)6(3.0)0(0.0)0(0.0)0(0.0)0(0.0)0(0.0)1(0.5)
数 字 は人 数 、()内は%
表 7 今 年 度 学 校 内 で行 われる研 修 回 数
数 字 は人 数 、()内は%
0回 1回 2回 3回 4回 5回 6回
41(20.7)69(34.8)37(18.7)34(17.2)4(2.0)3(15) 1(0.5)
7回 8回 9回 10回 11回 12回 13回
1(0.5)0(0.0)0(0.0)5(25)2(1.0)1(0.5)0(0.0)
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3.困り感 に つ い て の 集 計 結 果 (n=198)
表 8 スキルアップに関 する困 り感
非 常 に困 っている 少 し困 つている あまり困 つていない 全 く困 つていない
42(21.2) 127(64.1) 29(14.6) 0(0.0)
数 字 は人 数 、()内は%
ス キル ア ップ に 関 す る 困 り感 を表 8に示 す 。「少 し困 つ て い る 」
との 回 答 が 64.1%で最 も 多 く、「チF常に 困 つ て い る 」が 21.2%、「あ
ま り困 つ て い な い 」 が 14.6%であ つ た 。 ス キ ル ア ップ に 関 す る 困
り感 で は 198人中 169人(65。3%)の教 員 が 何 らか の 困 り感 を 抱
え て い る こ とが 明 らか に な つ た 。
表 9 校 内 体 制 に関 す る困 り感
非 常 に困 つている 少 し困 つている あまり困 つていない 全 く困 つていない
10(5.1) 113(5711) 69(34.8) 6(30)
数字 は人数 、()内は%
校 内 体 制 に 関 す る 困 り感 を 表 9に示 す 。「少 し困 つ て い る 」 と
の 回 答 が 57.1%で最 も 多 く、「あ ま り困 つ て い な い 」が 34.8%、「非
常 に 困 つ て い る」が 5.1%、で あ つ た 。校 内 体 制 に 関 す る 困 り感 で
は 、 198人中 123人(62.2%)の教 員 が 特 別 支 援 教 育 の 校 内 体 制
に 関 して 何 らか の 困 り感 を抱 え て い る こ とが 明 らか に な っ た 。
表 10 児 童 の指 導 に関 する困 り感
非 常 に困 つている 少 し困 つている あまり困つていない 全 く困 つていない
44(22.2) 120(60.6) 32(162) 2(1.0)
数 字 は人 数 、()内は%
児 童 の 指 導 に 関 す る 困 り感 を 表 10に示 す 。「少 し困 つ て い る 」 と
の 回 答 が 60.6%で最 も多 く、「非 常 に 困 つ て い る」 が 22.2%(「あ
ま り困 つ て い な い 」 が 16.2%であ つ た 。 児 童 の 指 導 に 関 す る 困 り
感 で は 198人中 166人(82.8%)の教 員 が 児 童 の 指 導 に 関 して 何
らか の 困 り感 を 抱 い て い る こ とが 明 らか に な っ た 。
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表 11 児 童 の実 態 把 握 に関 する困 り感
非 常 に困 つている 少 し困 つている あまり困つていない 全 く困つていない
20(10.1) 98(49.5) 77(38.9) 3(1.5)
数 字 は人 数 、()内は%
児 童 の 実 態 把 握 に 関 す る 困 り感 を表 11に示 す 。「少 し困 つ て い
る」との 回 答 が 49.5%で最 も多 く、「あ ま り困 つ て い な い 」が 38.9%、
「非 常 に 困 つ て い る 」 が 10。1%であ っ た 。 児 童 の 実 態 把 握 に 関 す
る 困 り感 で は 198人中 118人(59。6%)の教 員 が 児 童 の 実 態 把 握
に 関 す る何 らか の 困 り感 を 抱 え て い る こ とが 明 らか に な っ た :
表 12保護 者 との連 携 に関 する困 り感
非 常 に困 つている 少 し困 つている あまり困 つていない 全 く困 つていない
17(8.6) 68(34.3) 96(485) 17(8.6)
数 字 は人 数 、()内は%
保 護 者 との 連 携 に 関 す る 困 り感 を表 12に示 す 。「あ ま り困 つ て
い な い 」と の 回 答 が 48.5%で最 も多 く、「少 し困 つ て い る 」が 34.3%、
「非 常 に 困 つ て い る 」 と 「全 く困 つ て い な い 」 が 8.6%であ つ た 。
保 護 者 との 連 携 に 関 す る 困 り感 で は 、198人中 85人(42.9%)の
教 員 が 何 らか の 困 り感 を 抱 え て い る こ とが 明 らか に な つ た が 、 半
分 以 上 の 教 員 は_困 り感 を感 じて い な い とい う結 果 に な つ た 」
表 支 援 員 との 関 係 に 関 す る 困 り感
非 常 に困 つている 少 し困 つている あまり困つていない 全 く困 つていない
8(410) 34(17.2) 104(52.5) 52(26.3)
数 字 は 人 数 、 ()内は%
支 援 員 との 関係 に 関 す る 困 り感 を表 13に示 す 。 で は 、「あ ま り
困 つ て い な い 」との 回 答 が 52.5%で最 も 多 く、「全 く困 つ て い な い 」
が 26.3%、「少 し困 つ て い る」が 17.2%であ っ た 。支 援 員 との 関 係




表 14教員 同 士 の連 携 や人 間 関 係 に関 する困 り感
非 常 に困 つている 少 し困 つている あまり困 つていない 全 く困 つていない
8(40) 64(32.3) 93(47.0) 33(16.7)
数 字 は人 数 、()内は%
教 員 同 士 の 連 携 や 人 間 関 係 に 関 す る 困 り感 を 表 14に示 す 。「あ
ま り困 つ て い な い 」との 回 答 が 47.0%で最 も多 く、「少 し困 つ て い
る」 が 32.3%、「全 く困 つ て い な い 」が 16.7%であ っ た 。教 員 同 士
の 連 携 や 人 間 関係 に 関 す る 困 り感 で は 、 大 半 の 教 員 が 困 っ て い な
い と感 じて い る 一 方 で 、約 35%以上 の 教 員 が 困 つ て い る と回 答 し
た 。
表 15｀担 任 としての負 担 に関 する困 り感
非 常 に困 つている 少 し困 つている あまり困つていない 全 く困 つていない
24(12.1) 96(48.5) 68(34 3) 10(5.1)
数 字 は人 数 、()内は%
担 任 と して の 負 担 に 関 す る 困 り感 を表 15に示 す 。「少 し困 つ て
い る 」 と の 回 答 が 48.5%で最 も 多 く、「あ ま り困 つ て い な い 」 が
34.3%、「非 常 に 困 つ て い る 」 が 12.1%であ っ た 。 担 任 と して の 負
担 に 関 す る 困 り感 は 198人中 120人(60.6%)の教 員 が 何 らか の
困 り感 を 抱 え 込 ん で い る こ とが 明 らか に な つ た 。
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4.38の小 項 目 の 集 計 結 果 (n=198)
回 答 の あ っ た 38の質 問 項 目 に つ い て の 集 計 結 果 を 以 下 に 示 す 。
表 1638の小 項 目の結 果
は い いいえ
1 特 別 支 援 教 育 についての校 内 体 制 は整 つていますか。 182 16(8 1)
2 在 籍 している児 童 について、教 員 間 で共 通 理 解 はできていますか。 182 16(8 1)
3 交 流 学 級 で学 ぶ時 間 にも関 わらず、特 別 支 援 学 級 に戻 つてきますか。 12965 2)69(34 8)
4 学 校 行 事 等 で、支 援 が必 要 な児 童 に適 切 な配 慮 ができていますか。 16482 8)34(17 2)
5 学 校 行 事 等 で児 童 に対 して校 内 での連 携 はできていますか。 18492 9)14(7 1)
6 急 な予 定 変 更 があつた場 合 、特 別 支 援 学 級 にも連 絡 はありますか。 15578 3)43(21:7)
7 担 任 を受 け持 つた際 に、引 継 ぎはスムーズに行 われましたか。 13467 7)64(32 3)
困 つた時 や悩 んだ時 に、相 談 できる人 はいますか。 184 14(7 1)
交 流 学 級 の担 任 と、連 携 は取 れていますか。 184 14(7 1)
教 員 同 士 で、教 材 作 りについて連 携 は取 れ ています か 。 120(60_6)78(39 4)
教 員 同 士 で、年 間 計 画 の打 ち合 わせはできていますか。 66 2)67(33.8)
教 員 同 士 で、指 導 技 術 の教 え合 いなどをしていますか。 157 9 3)41(20 7)
児 童 か ら叩 か れ たり、叩 かれ そうになることはあります か 。 44(22 2)154(778)
重 複 障 害 児 や重 症 心 身 障 害 児 の、指 導 方 法 に関 する知 識 はありますか。 59(29 8)139(70 2)
児 童 の能 力 に応 じた教 材 を活 用 していますか。 176(889)22(11 1)
教 科 指 導 について一 定 程 度 の知 識 はありますか。 183(924)15(76)
担 任 している児 童 の成 長 は見 えやすいですか。 152(76 8)46(23 2)
担 任 している学 級 の中 で児 童 の個 人 差 は大 きいですか。 173(87.4)25(12.6)
児 童 がパニックになつた時 の理 由 や背 景 が予 測 できますか。 181(91.4)17(8.6)
保 護 者 からたくさんの要 求 がありますか。 42(21 2)156(78 8)
保 護 者 と会 う機 会 がたくさんありますか。 132(66 7)66(33 3)
保 護 者 が学 級 担 任 に強 く依 存 してくることはありますか。 62(31 3)136(68 7)
保 護 者 が、外 部 機 関 の指 導 を押 し付 けてくることがありますか。 16(8 1)182(91 9)
保 護 者 が、研 修 会 などの案 内 を持 つてくることがありますか。 28(14 1)70(85 9)
児 童 について、保 護 者 と情 報 交 換 をする時 間 はありますか。 179(9019(9 6)
保 護 者 からの情 報 を学 校 内 の指 導 に活 かせていますか。 183(924)15(7 6)
児 童 に対 する支 援 員 の支 援 や指 導 は十 分 ですか。 134(67.7)64(32 3)
支 援 員 が、相 談 無 しに物 事 を進 めていることはありますか。 19(96)179(904)
支 援 員 から、職 務 に関 する要 求 はたくさんありますか。 7(3 5) 191(96:5)
児 童 が通 つている病 院 や療 育 施 設 と関 わる事 がありますか。 100(50 5)98(49 5)
他 の特 別 支 援 学 級 や特 別 支 援 学 校 の教 員 と交 流 する機 会 がありますか。 186(939)2(6 1)
他 の教 員 から、特 別 支 援 学 級 は楽 だと思 われていると感 じますか。 91(46 0)07(54 0)
特 別 支 援 学 級 を担 当 する人 は、能 力 が低 いと思 われていると感 じますか。 49(24 7)49(75.3)
学 校 の中 で孤 立 感 がありますか。 65(32 8)133(672)
必 要 な時 に年 休 は取 れますか。 145(732)53(26 8)
勤 務 時 間 中 の休 み時 間 は確 保 されていますか。 96(48 5)102(51 5)
自 分 の後 輩 に、特 別 支 援 学 級 の担′任 を勧 めたいと思 いますか。 160(80.8)3 (19.2)
特 別 支 援 学 級 担 任 をしていて良 かつたと思 いますか。 187(944)11(56)
数 字 は 人 数 、()内は%
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5.困り感 得 点 の 平 均 値
8つの 主 要 な 困 り感 項 目を 得 点 化 した 。 非 常 に 困 つ て い る を 4
点 、 少 し困 つ て い る を 3点、 あ ま り困 つ て い な い を 2点、 全 く 困
つ て い な い を 1点と し困 り感 の 平 均 値 を 出 した 。 平 均 値 を 以 下 に
示 す 。
表 17 困 り感 得 点 の平 均 値
8つの 主 要 な 項 目 を得 点 化 し平 均 値 を 出 した 結 果 、 ス キ ル ア ッ
プ に 関 す る 困 り感 が 3.1点で 一 番 高 く、 次 に児 童 へ の 指 導 に 関 す
る 困 り感 の 3.0点、 児 童 の 実 態 把 握 に 関 す る 困 り感 の 2.7点、 担
任 と して の 負 担 に 関 す る 困 り感 の 2.7点、 校 内 体 制 に 関 す る 困 り
感 の 2.6点、 保 護 者 との 連 携 に 関 す る 困 り感 の 2.4点、 教 員 同 士
の 連 携 や 人 間 関 係 に 関 す る 困 り感 の 2.2点と続 い て い る。 得 点 が
一 番 低 い 結 果 とな つ た の は 支 援 員 との 関 係 に 関 す る 困 り感 で 2.0
点 と な つ て い る。
困 り感 平 均 点
スキルアップに関する事 3.1点
校 内 体 制 に関 する事 2.6点
児 童 への指 導 に関 する事 3.0点
児 童 の実 態 把 握 に関 する事 2.7点
保 護 者 との連 携 に関 する事 2.4点
支 援 員 との関 係 に関 する事 2.0点
教 員 同 士 の連 携 や人 間 関 係 に関 する事 2.2点
担 任 としての負 担 に関 する事 2.7点
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6.8つの 主 要 な 困 り感 に 影 響 を 与 え る 因 子
(1)スキ ル ア ッ プ に 関 す る 困 り感
ス キ ル ア ップ に 関 す る 困 り感 と関 連 す る項 目 に つ い て t検定 に
よ る 分 析 を 行 つ た 。 そ の 結 果 、 有 意 差 の 認 め られ た 項 目 を 表 18
に 示 す 。
表 18 スキルアップに関 する困 り感 と関 連 項 目 に関 する t検定
ス キル ア ップ に 関 す る 困 り感 に は 表 18に示 され た 10個の 項 目
で 有 意 差 が 認 め られ た 。特 に「15。能 力 に応 じた 教 材 を 活 用 で き て
る か 」 は 強 い 関 係 が 認 め られ て い る。 ま た 、「11.年間 計 画 の 打 ち
合 わ せ は で き て る か 」「14.重複 障 害 の 指 導 法 に 関 す る 知 識 は あ る
か 」「17.児童 の 成 長 は 見 えや す い か 」「立 場 」で も強 い 関係 が 認 め
られ た 。 こ う した 事 項 の 知 識 を深 め る事 や 教 員 同 士 の 連 携 を行 う
こ と が ス キ ル ア ッ プ に 関 す る 困 り感 を 軽 減 す る た め に 必 要 な 事
だ と考 え られ る。
項 目 名 t値
11.年間計 画 の打ち合わせはできてるか ‐3.01  **
14.重複 障 害 の指 導 法 に関 する知 識 はあるか -2.80  **
15.能力 に応 じた教 材 を活 用 できてるか -436 ***
16.教科 指 導 の一 定 程 度 の知 識 はあるか -231 *
17.児童 の成 長 は見 えやすいか -277 **
20.保護 者 から沢 山 要 求 があるか 2.61  *
24.保護 者 が研 修 会 などの案 内 を持 つてくるか …2.06 *
31.特別 支 援 学 校 等 と交 流 する機 会 はありますか -2.45  *
34.学校 の中 で孤 立 感 があるか 2.48 *
立 場 …3.32 **
p〈 05* p〈.01** p〈.001***
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(2)校内 体 制 に 関 す る 困 り感
校 内 体 制 に 関す る 困 り感 と 関 連 す る 項 目に つ い て t検定 に よ る
分 析 を行 つ た 。 そ の 結 果 、 有 意 差 の 認 め られ た 項 目 を 表 19に示
す 。
表 19 校 内 体 制 に関 する困 り感 と関 連 項 目 に関 する t検定
校 内 体 制 の 整 備 に 関 す る 困 り感 に は 表 19に示 され た 16個の 項
目で 有 意 差 が 認 め られ た 。 特 に 「2.教員 間 で 共 通 理 解 は で き て い
る か 」「4.行事 等 で 支 援 が 配 慮 で き て る か 」「10.教員 同 士 で 教 材 作
項 目 名 t値
1.校内 体 制 は整 つているか -3.89 **
2.教員 間 で共 通 理 解 はできているか -4.09  ***
4.行事 等 で支 援 が配 慮 できているか -4.34 ***
5.行事 等 で校 内 連 携 はできているか -333 **
6.急な予 定 変 更 があつた場 合 連 絡 はあるか -2.22 *
10.教員 同 士 で教 材 作 りの連 携 は取 れてるか -3.98 ***
11.年間 計 画 の打 ち合 わせはできてるか …4.53  ***
12.指導 技 術 の教 え合 いなどをしているか -2.43 *
15.能力 に応 じた教 材 を活 用 できてるか -2.24 *
20.保護 者 から沢 山 要 求 があるか 2.58 *
22.保護 者 が強 く依 存 してくるか 2.89 **
27.支援 員 の支 援 や指 導 は十 分 か -3.22  **
30.病院 や療 育 施 設 と関 わる事 はあるか 354 ***
32特別 支 援 学 級 は楽 だと思 われているか 297 **
3o.教員 としての能 力 が低 いと思 われているか 2.85 **
34.学校 の 中 で孤 立 感 があるか 3.52 ***
p〈.05* p〈.01** p〈.001***
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りの 連 携 は 取 れ て る か 」「11`年間 計 画 の 打 ち 合 わ せ は で き て る か 」
「30.病院 や 療 育 施 設 と関 わ る事 は あ る か 」「34.学校 の 中 で 孤 立 感
が あ る か 」 は 強 い 関 係 が 認 め られ て い る。 そ の た め こ う した 事 項
の 整 備 が 校 内 体 制 の 整 備 に 関 す る 困 り感 を 軽 減 す る た め に 有 効
で あ る と考 え られ る。
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(3)児童 の 指 導 に 関 す る 困 り感
児 童 の 指 導 に 関 す る 困 り感 と関 連 す る項 目に つ い て t検定 に
る分 析 を 行 つ た 。 そ の 結 果 、 有 意 差 の 認 め られ た 項 目 を 表 20
示 す 。
表 20 児 童 の指 導 に関 する困 り感 と関 連 項 目 に関 する t検定
pく.05* p〈.01** p〈.001***
児 童 の 指 導 に 関 す る 困 り感 に は 表 20に示 され た 16個の 項 目・で
有 意 差 が 認 め られ た 。 特 に 「 5。行 事 等 で 校 内 連 携 は で き て る か 」
「15.能力 に 応 じた 教 材 を活 用 で き て る か 」「17.児童 の 成 長 は み え
や す い か 」 に 強 い 関 係 が 認 め られ て い る。 そ の た め こ う した 事 項




項 目 名 t値
3.授業 中 、突 然 特 別 支 援 学 級 に戻 つてくるか 2.91  **
4.行事 等 で支 援 が配 慮 できているか -202 *
5.行事 等 で校 内 連 携 はできているか -422 ***
11.年間計 画 の打ち合 わせはできてるか -2.41  *
15.能力 に応 じた教 材 を活 用 できてるか 5.01  ***
17.児童 の成 長 は見 えやすいか …3.43 ***
18.児童 の個 人 差 は大 きいか 2.69 *
20.保護 者 から沢 山 要 求 があるか 2.69 **
21.保護 者 と会 う機 会 があるか -2.00 *
27.支援 員 の支 援 や指 導 は十 分 か -2.03  *
30.病院 や療 育 施 設 と関 わる事 はあるか 1.99 *
34.学校 の中 で孤 立 感 があるか 2.84 **
35.年休 はとれるか -3.18 **
37.特別 支 援 学 級 の担 任 を勧 めたいか -2.36 *
立 場 -2.67 **
免 許 の有 無 -2.24 *
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軽 減 す る た め に 有 効 で あ る と考 え られ る。
(4)児童 の 実 態 把 握 に 関 す る 困 り感
児 童 の 実 態 把 握 に 関 す る 困 り感 と関 連 す る項 目に つ い て t検定
に よ る分 析 を 行 つ た 。そ の 結 果 、有 意 差 の 認 め られ た 項 目 を表 21
に 示 す 。
児 童 の 実 態 把 握 に 関 す る 困 り感 に は 表 21に示 され た 7個の 項
目で 有 意 差 が 認 め られ た 。 特 に 「5.行事 等 で 校 内 連 携 は で き て る
か 」 に 強 い 関 係 が 認 め られ る。 そ の た め こ う した 事 項 の 整 備 を進
め る 事 が 児 童 の 実 態 把 握 に 関 す る 困 り感 を 軽 減 す る た め に 有 効
で あ る と考 え られ る。
表 21 児 童 の実 態 把 握 に関 する困 り感 と関 連 項 目 に関 する t検定
項 目 名 t値
4.行事 等 で支 援 が配 慮 できているか -2.25 *
5.行事 等 で校 内 連 携 はできているか -3.22  **
11.年間 計 画 の打 ち合 わせはできてるか -2.32  *
15.能力 に応 じた教 材 を活 用 できてるか -2.11  *
16.教科 指 導 の一 定 程 度 の知 識 はあるか -2 16 *
30.病院 や療 育 施 設 と関 わる事 はあるか 2.14 *
35.年体 はとれるか …1.98 *
pく.05* pく01** p〈.001***
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(5)保護 者 との 連 携 に 関 す る 困 り感
保 護 者 との 連 携 に 関 す る 困 り感 と関 連 す る項 目 に う い て t検定
に よ る分 析 を 行 つ た 。そ の 結 果 、有 意 差 の 認 め られ た 項 目 を表 22
に 示 す 。
表 22保護 者 との連 携 に関する困 り感 と関連 項 目に関するt検定
保 護 者 との 連 携 に 関 す る 困 り感 に は 表 22に示 され た 11個の 項
目で 有 意 差 が 認 め られ た 。 特 に 「3.授業 中 、 突 然 特 別 支 援 学 級 に
戻 つ て く る か 」「21.保護 者 と会 う機 会 が あ る か 」「22.保護 者 が 強
く依 存 して く る か 」 に 強 い 関 係 が 認 め られ る。 そ の た め こ う した
事 項 の 整 備 を 進 め る 事 が 保 護 者 と の 連 携 に 関 す る 困 り感 を 軽 減
す る た め に 有 効 で あ る と考 え られ る。
項 目 名 t値
3.授業 中 、突 然 特 別 支 援 学 級 に戻 つてくるか 3.65 ***
7.引継 ぎはスムーズに行 われたか -2.10 *
13.児童 か ら叩 か れ ることはあるか 2.59 *
14.重複 障 害 の指 導 法 に関 する知 識 はあるか -2.14 *
15.能力 に応 じた教 材 を活 用 できてるか -2.73 *
20.保護 者 から沢 山 要 求 があるか 3.15 **
21.保護 者 と会 う機 会 があるか -4.16  ***
22.保護 者 が強 く依 存 してくるか 3.61  ***
23.保護 者 はが外 部 の指 導 を押 し付 けるか 2.45 *
30.病院 や療 育 施 設 と関 わる事 はあるか 2131  *
35.年休 はとれるか 二3.38 **
pく.05* p〈.01** pく.001***
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(6)支援 員 との 関係 に 関す る困 り感
支 援 員 との 関係 に 関す る困 り感 と関連 す る項 目につ い て t検定
に よ る分 析 を行 つ た。そ の結 果 、有 意 差 の認 め られ た 項 目を表 23
に示 す 。
表 23 支 援 員との関係 に関する困 り感 と関連 項 目に関するt検定
支 援 員 との 関 係 に 関 す る 困 り感 に は 表 23に示 され た 4個の 項
目で 有 意 差 が 認 め られ た 。特 に「27.支援 員 の 支 援 や 指 導 は 十 分 か 」
に 強 い 関 係 が 認 め られ る。 そ の た め こ う した 事 項 の 整 備 を進 め る
事 が 支 援 員 と の 関 係 に 関 す る 困 り感 を 軽 減 す る た め に 有 効 で あ
る と考 え られ る。
項 目 名 t値
10.教員 同 士 で教 材 作 りの連 携 は取 れてるか -2.79 **
11.年間 計 画 の打 ち合 わせ はできてるか -2.50 *
27.支援 員 の支 援 や指 導 は十 分 か -4.48 ***
29.支援 員 から職 務 に関 する要 求 があるか 288 *
p〈.05*p〈.01** pく.001***
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(7)教員 同 士 の 連 携 や 人 間 関係 に 関 す る 困 り感
教 員 同 士 の 連 携 や 人 間 関 係 に 関 す る 困 り感 と 関 連 す る 項 目 に
つ い て t検定 に よ る 分 析 を行 つ た 。 そ の 結 果 、 有 意 差 の 認 め られ
た 項 目を 表 24に示 す 。
表 24 教 員 同 士 の連 携 や人 間 関係 に関する困 り感 と関連 項 目に関するt検定
教 員 同 士 の 連 携 や 人 間 関係 に 関 す る 困 り感 に は 表 24に示 され
16個の 項 目で 有 意 差 が 認 め られ た 。 特 に 「 10。教 員 同 士 で 教 材




項 目 名 t値
1校内 体 制 は整 っているか -2.38  *
2教員 間 で共 通 理 解 はできているか -3.15 **
4行事 等 で支 援 が配 慮 できているか -2.61  *
6.急な予 定 変 更 があつた場 合 連 絡 はあるか -2.86 **
8.悩んだ時 に相 談 できる人 はいるか -4.11  **
9.交流 級 の担 任 と連 携 は取 れているか -4.11  **
10.教員 同 士 で教 材 作 りの連 携 は取 れてるか -4.02 ***
11.年間 計 画 の打 ち合 わせ はできてるか -4.42 ***
12.指導 技 術 の教 え合 いなどをしているか -3.38 **
30.病院 や療 育 施 設 と関 わる事 はあるか 2.34 *
32.特別 支 援 学 級 は楽 だと思 われているか 3.80 ***
33.教員 としての能 力 が低 いと思 われているか 3.66 ***
34.学校 の中 で孤 立 感 があるか 5.18 ***
35.年体 はとれ るか =3.45 ***
36.休み時 間 は確 保 されているか -2.26 *
免 許 の有 無 2.52 *
pく.05* p〈.01** p〈001***
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か 」「32.特別 支 援 学 級 は 楽 だ と思 わ れ て る か 」「33.教員 と して 能
力 が 低 い と思 わ れ て い る か 」「34.学校 の 中 で 孤 立 感 が あ る か 」「35.
年 休 は 取 れ る か 」 に 強 い 関係 が 認 め られ る。 そ の た め こ う した 事
項 の 整 備 を 進 め る 事 が 支 援 員 と の 関 係 に 関 す る 困 り感 を 軽 減 す
る た め に 有 効 で あ る と考 え られ る。
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(8)担任 と して の負 担 に 関 す る 困 り感
担 任 と して の 負 担 に 関 す る 困 り感 と関 連 す る項 目に つ い て t検
定 に よ る分 析 を行 つ た 。 そ の 結 果 、 有 意 差 の 認 め られ た 項 目を 表
25にラ示‐ケ。
担 任 と して の 負 担 に 関 す る 困 り感 に は 表 25に示 され た 14個の
項 目で 有 意 差 が 認 め られ た 。 特 に 「8。悩 ん だ 時 に 相 談 で き る 人 は
い る か 」「11.年間 計 画 の 打 ち 合 わ せ は で き て る か 」「34.学校 の 中
で 孤 立 感 が あ る か 」「35。年 休 は 取 れ る か 」 に 強 い 関係 が 認 め られ
る。 そ の た め こ う した 事 項 の 整 備 を進 め る事 が 支 援 員 との 関 係 に
表 25 担 任 としての負 担 に関 する困 り感 と関 連 項 目 に関 する t検定
項 目 名 t値
5.行事 等 で校 内 連 携 はできているか -3.47 **
8.悩んだ時 に相 談 できる人 はいるか -4.55  ***
9.交流 級 の担 任 と連 携 は取 れているか -3.21  **
10.教員 同 士 で教 材 作 りの連 携 は取 れてるか -3.22 **
11.年間 計 画 の打 ち合 わせ はできてるか -5.49 ***
15.能力 に応 じた教 材 を活 用 できてるか -2.52 *
20.保護 者 から沢 山 要 求 があるか 274 **
22.保護 者 が強 く依 存 してくるか 2.25 *
23.保護 者 はが外 部 の指 導 を押 し付 けるか 2.44 *
30病院 や療 育 施 設 と関 わる事 はあるか 3.00 **
34.学校 の 中 で孤 立 感 があるか 4.58 ***
35.年体 はとれ るか -3.86 ***
36.休み時 間 は確 保 されているか -2.75 **
37.特別 支 援 学 級 の担 任 を勧 めたいか -2.18 *
p〈.05* p〈.01** p〈.001***
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関 す る 困 り感 を軽 減 す る た め に 有 効 で あ る と考 え られ る。
(9)多くの 困 り感 に 影 響 を 与 え て い る項 目
多 くの 困 り感 に 影 響 を 与 え て い る項 目に つ い て 表 26に示 す 。
こ こ で い う多 く の 困 り感 に影 響 を 与 え て い る項 目は 8つの 困 り感
の 内 5つ以 上 の 困 り感 に 有 意 差 が 出 た も の とす る。
表 268つの困 り感 の内 5つ以 上 の困 り感 に有 意 差 が認 められた項 目
pく 05* pく01** pく001*** 表 中 の数 値 は t値である。
表 26に示 され た 8つの 困 り感 の 内 5つ以 上 の 困 り感 に 有 意 差
が 認 め られ た 項 目は 6個で あ つ た 。 特 に 「Qll.年間 計 画 の 打 ち 合
わ せ は で き て る か 」が 8項目 中 7項目に 有 意 差 が 認 め られ て い る。
ま た 「Q15,能力 に 応 じた 教 材 を 活 用 で き て る か 」「Q20.保護 者 か
ら沢 山 要 求 が あ る か 」「Q30。病 院 や 療 育 施 設 と関 わ る 事 は あ る か 」
「Q34.学校 の 中 で 孤 立 感 が あ る か 」「Q35。年 体 は 取 れ る か 」 も 5
項 目以 上 に 有 意 差 が 認 め られ る こ とか ら、 こ う した 項 目 を 重 点 的
に 改 善 す る こ と で 特 別 支 援 学 級 担 任 の 困 り感 を 軽 減 す る こ と が
で き る の で は な い か と考 え られ る。
Qll Q15 Q20 Q30 Q34 Q35
スキル -301**=4 36***261* 1 80 2 48* 0 25
校 内 体 制 -4 53***-2 24*258* 3 54***3 52***-1 35
児 童 指 導 -2 41* 501***2 69**i 99* 2 84**-3 18**
実 態 把 握 -2 32*-2 11*0 88 2 14*1 15 -1 98*
保 護 者 -0 69 -2 73*315**231* 1 78 -3 38**
支 援 員 -2 50* 0 35 0 82 1 53 1 95 -0 34
人 間 関 係 -4 42***-1 66 1 71 2 34*5 18***-3 45***
担 任 負 担 -5 49***-2 52*2 74**3.00**4 58***-3 86***
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第 4節 ま と め
質 問 紙 の 回 収 結 果 、208校中 125校267学級 の 特 別 支 援 学 級 担
任 か ら回 答 が 得 られ た (61.9%)そこ か ら、 無 効 回 答 を 除 外 し、
有 効 回 答 は 198(45.9%)とな つ て い る。
今 回 の 調 査 で は 、 無 効 回 答 が 非 常 に 多 く、 そ の 原 因 と して 、 質
問 紙 を 作 成 す る段 階 に お い て 、 どの 学 校 に も支 援 員 が い る 前 提 で
質 問 紙 を 作 成 した た め 、 支 援 員 が い な い 学 校 で は 、 支 援 員 に 関 す
る 設 問 項 目 を 空 白 に し て い た こ と が 無 効 回 答 を 増 や し た 大 き な
原 因 とな う て い る。
基 本 情 報 に つ い て は 、 本 務 教 員 が 152人(76.8%)臨時 的 任 用
教 員 が 46人(23.2%)とA県内 の 特 別 支 援 学 級 担 任 の 約 4人に 1
人 は 臨 時 的 任 用 教 員 で 特 別 支 援 学 級 を 回 して い る こ と が 明 ら か
に な つ た 。
ま た 、 特 別 支 援 学 校 教 諭 免 許 状 の 有 無 に つ い て は 、 特 別 支 援 学
校 教 諭 免 許 状 有 り と回 答 した 教 員 は 98人(49.5%)、特 別 支 援 学
校 教 諭 免 許 状 無 し と回 答 した 教 員 は 100人(50.5%)とい う結 果
が で て お り、 こ の 結 果 は 、 文 部 科 学 省 が 発 表 した 、 小 学 校 特 別 支
援 学 級 担 任 の 特 別 支 援 学 校 教 諭 免 許 状 取 得 率 を 大 き く上 回 り、 約
半 数 近 く の 教 員 が 、 特 別 支 援 学 校 教 諭 免 許 所 を 取 得 して い る とい
う素 晴 ら しい 結 果 に な つ て い る。 しか し、 今 回 の デ ー タ で 特 別 支
援 学 校 教 諭 免 許 状 が 高 か っ た 理 由 と して は 、 回 答 が 得 られ な か っ
た 40%近い 教 員 の デ ー タ が 入 つ て お らず 、回 答 が あ つ た 教 員 を 対
象 に 分 析 を 行 つ て い る こ と が 取 得 率 を 大 幅 に 上 げ た 要 因 と考 え
られ る。 同 様 に 臨 時 的 任 用 教 員 か らの 回 答 が 少 な か っ た 原 因 と し
て は 、 送 付 期 間 が 小 学 校 の 夏 休 み 期 間 とい うこ と も あ り、 臨 時 的
任 用 教 員 が 職 場 に い な い 間 に 調 査 が 行 わ れ た こ と が 臨 時 的 任 用
教 員 の 回 答 率 を 下 げ た 理 由 で は な い か と考 え られ る。
特 別 支 援 学 級 の 経 験 年 数 に 関 して は 、 1年目が 55人(27.8%)
と一 番 多 く、次 に 2年目の 40人(20.2%)、3年目の 25人(12.6%)、
5年目の 12人(6.1%)、4年目の 10人(5。1%)と続 い て い る。
こ の 結 果 か ら も わ か る よ うに 、特 別 支 援 学 級 の 経 験 年 数 が 3年未
満 の 教 員 は 120人(60.6%)であ り、5年未 満 で も 144人(71.8%)
と、 大 多 数 の 教 員 が 長 期 的 に 特 別 支 援 学 級 を 担 当 す る 事 が 難 しい
現 状 が あ る よ うだ 。 特 別 な 支 援 を 必 要 とす る 児 童 に 対 して は 、 専
門 的 な 知 識 が 必 要 と され て い る 中 、 1年か ら 5年と言 う短 い ス パ
ン の 中 で 人 事 異 動 が 行 わ れ る た め 、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 専 門 性
を 有 し な い 教 員 が 配 置 さ れ る こ と も 通 常 学 校 に お い て は あ る の
で は な い か と考 え られ る。
担 当 して い る 障 害 種 別 に 関 して は 、知 的 障 害 学 級 が 114クラ ス
(57.6%)と一 番 多 く、 次 に 自 閉 症 ・ 情 緒 障 害 学 級 の 106クラ ス
(53.5%)、肢 体 不 自 由 学 級 の 11クラ ス (5.6%)、言 語 障 害 学 級
の 9クラ ス (4.5%)、難 聴 学 級 の 6クラ ス (3.0%)、病 弱 。身 体
虚 弱 学 級 の 1クラ ス (0.5%)、弱 視 学 級 の 0クラ ス (0.0%)と続
い て お り、A県内 の 小 学 校 に お い て は 、 ほ とん どの 学 校 に お い て
知 的 障 害 学‐級 ま た はt自閉 症 ・ 情 緒 障 害 学 級 を 担 当す る 可 能 性 が
高 い こ とが 示 唆 され た 。
特 別 支 援 教 育 に 関 す る 学 校 内 で の 研 修 は 今 年 度 何 回 予 定 され
て い る か と い う問 い に 関 して は 、0回と回 答 し た 教 員 が 41人
(20。7%)、1回と回 答 した 教 員 が 69人(34.8%)2回と回 答 し
た 教 員 が 37人(18.7%)、3回と回 答 した 教 員 が 34人(17.2%)
と続 い て い る。 こ の 結 果 か ら専 門 性 が 求 め られ る は ず の 特 別 支 援
学 級 が あ りな が ら も 、 学 校 内 に お い て 、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る研
修 会 は あ ま り設 け られ て お らず 、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 専 門 性 が
無 い 教 員 が 担 任 を す る こ とで 、何 か し らの 困 り感 を 抱 きや す い 環
境 が 通 常 学 校 の 中 に あ る の で は な い か と考 え られ る。
8つの 困 り感 に お い て の 全 体 集 計 で は 、 非 常 に 困 つ て い る 、 少
し困 つ て い る等 の 困 り感 が あ る と回 答 した 教 員 は 、 ス キ ル ア ップ
に 関 す る 困 り感 で 169人(85.3%)、校 内 体 制 に 関 す る 困 り感 で
123人(62.2%)、児 童 の 指 導 に 関 す る 困 り感 で 164人(82.8%)、
児 童 の 実 態 把 握 に 関 す る 困 り感 で 118人(59.6%)、保 護 者 と の
連 携 に 関 す る 困 り感 で 85人(42.9%)、支 援 員 との 関 係 に 関 す る
困 り感 で 42人(21.2%)、教 員 同 士 の 連 携 や 人 間 関係 に 関 す る 困
り感 で 72人(36.3%)、担 任 と して の 負 担 に 関 す る 困 り感 で 120
人 (60.6%)と全 て の 項 目に お い て 、 特 別 支 援 学 級 担 任 は 、 何 か
し らの 困 り感 を抱 い て い る こ とが 明 らか に な つ て い る。 特 に 、 困
り感 と して の 数 値 が 50%以上 を超 え て い る 、ス キ ル ア ップ に 関 す
る 困 り感 、校 内 体 制 に 関 す る 困 り感 、児 童 の 指 導 に 関 す る 困 り感 、
児 童 の 実 態 把 握 に 関 す る 困 り感 、 担 任 と して の 負 担 に 関 す る 困 り
感 に つ い て は 、 特 別 支 援 学 級 担 任 が 抱 き や す い 困 り感 の 項 目で あ
る こ とが 結 果 か ら予 想 され る 。
8つの 主 要 な 困 り感 に 影 響 を 与 え る 因 子 に つ い て は t検定 を行
い 分 析 を 行 っ た 。そ の 結 果 、ス キ ル ア ップ に 関 す る 困 り感 で は 38
項 目 中 10項目、校 内 体 制 に 関 す る 困 り感 で は 38項目 中 16項目、
児 童 の 指 導 に 関 す る 困 り感 で は 38項目 中 16項目、児 童 の 実 態 把
握 に 関 す る 困 り感 で は 38項目 中 7項目、 保 護 者 との 連 携に 関 す
る 困 り感 で は 38項目中 11項目、支 援 員 との 関係 に 関 す る 困 り感
で は 38項目 中 4項目、 教 員 同 士 に 連 携 や 人 間 関係 に 関 す る 困 り
感 で は 38項目 中 16項目、担 任 と して の 負 担 に 関 す る 困 り感 で は
38項目中 14項目で 有 意 差 が 認 め られ た 。
ま た 、8つの 困 り感 の 内 5つ以 上 の 項 目に 有 意 差 が 認 め られ た 、
「Q ll年間 計 画 は 打 ち合 わ せ で き て い る か 」「Q15能力 に 応 じた
教 材 を活 用 で き て る か 」「Q20保護 者 か らた く さん 要 求 が あ る か 」
「Q30病院 や 療 育 施 設 と関 わ る こ とは あ る か 」「Q34学校 の 中 で
孤 立 感 が あ る か 」「Q35年体 は 取 れ る か 」 の 項 目 に つ い て は 、 特
別 支 援 学 級 担 任 を 行 う際 に 抱 き や す い 困 り感 に 繋 が る 項 目 で あ
り、 大 き な 影 響 や 関係 性 が 伺 え る。
学 校 内 で の 年 間 計 画 の 打 ち合 わ せ や 、 能 力 に 応 じた 教 材 の 活 用 、
年 体 の 取 りや す さ は 、 校 内 体 制 や 教 職 員 との 連 携 、 児 童 の 実 態 把
握 に 関係 す る と考 え られ る。 ま た 、 保 護 者 との 関係 づ く りや 、 児
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童 が 通 つ て い る病 院 や 療 育 施 設 と関 わ る こ とで 、 児 童 の 指 導 に 活
か す 事 が で き る の で は な い か と考 え る。 そ の た め これ らの 整 備 を
重 点 的 に 改 善 す る こ と が 特 別 支 援 学 級 担 任 の 困 り感 を 軽 減 す る




本 研 究 で は 、調 査 1にお い て 、 特 別 支 援 学 級 担 任 経 験 者 に 自分
自身 の 経 験 を踏 ま え 、 特 別 支 援 学 級 担 任 時 代 に 抱 え た 困 り感 に つ
い て 集 団 イ ン タ ビ ュ ー 調 査 を 行 つ た 。 そ の 中 で 、 困 り感 と して 出
て き た 発 言 を抽 出 し、 ス キ ル ア ップ に 関 す る 困 り感 、 校 内 体 制 に
関 す る 困 り感 、 児 童 の 指 導 に 関 す る 困 り感 、 児 童 の 実 態 把 握 に 関
す る 困 り感 、 保 護 者 との 連 携 に 関 す る 困 り感 、 支 援 員 との 関 係 に
関 す る 困 り感 、 教 員 同 士 の 連 携 や 人 間 関 係 に 関 す る 困 り感 、 担 任
と して の 負 担 に 関 す る 困 り感 の 8つの 項 目に わ け られ る こ とが で
き た 。 ま た 、 困 り感 と して 出 て き た 発 言 を 上 記 の 項 目に 分 類 す る
こ とで 、 特 別 支 援 学 級 担 任 が 抱 えや す い 困 り感 に つ い て 把 握 す る
こ とが で き た と考 え る。
調 査 2では 、特 別 支 援 学 級 担 任 が 抱 え て い る 困 り感 を 把 握 す る
た め 、 特 別 支 援 学 級 担 任 の 困 り感 に 関 す る 質 問 紙 調 査 を 行 つ た 。
そ の 中 で 、 特 別 支 援 学 級 担 任 は 、 数 多 くの 困 り感 を抱 え て い る こ
とが 明 らか に な っ て い る。 そ の 中 で も 、8つの 困 り感 の 全 体 集 計
結 果 で は 、 ス キ ル ア ップ に 関 す る 困 り感 と児 童 の 指 導 に 関 す る 困
り感 で 、 全 体 の 80%以上 の 教 員 が 、何 か し らの 困 り感 を 抱 え て い
る現 状 が 伺 え た 。
ま た 、 校 内 体 制 に 関 す る 困 り感 や 、 児 童 の 実 態 把 握 に 関 す る 困
り感 、担 任 の 負 担 に 関 す る 困 り感 も全 体 の 50%以上 の 教 員 が 困 つ
て い る と回 答 して お り、 困 り感 を 軽 減 す る た め の 対 応 策 を 検 討 す
る必 要 が あ る の で は な い か と考 え られ る。
特 別 支 援 学 級 担 任 の ス キ ル ア ップ に 関 す る 困 り感 や 、 児 童 の 指
導 に 関 す る 困 り感 を 軽 減 させ る た め に も、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る
知 識 や 専 門 性 を 向 上 させ 、 特 別 支 援 学 校 教 諭 免 許 状 の 取 得 が 望 ま
れ る の で は な い か と考 え る。 特 別 支 援 教 育 の 在 り方 に 関 す る調 査
研 究 協 力 者 会 議 (平成 15年)の報 告 で は 、 障 害 の あ る児 童 へ の
質 の 高 い 教 育 を 考 え る に 当 た り、 障 害 の 程 度 、 状 態 に 応 じた 教 育
や 指 導 の 専 門 性 が 確 保 され て い る こ とは 必 要 で あ り、 教 科 指 導 や
自立 活 動 の 指 導 を 通 じて 児 童 と関 わ る教 員 は 、 障 害 の あ る児 童 の
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身 近 な 理 解 者 で あ り、 児 童 の 指 導 に 直 接 関 わ る 教 員 が 、 特 別 支 援
教 育 の 中 で 重 要 な 役 割 を 果 た す 必 要 が あ る と され て い る。 しか し、
特 別 支 援 学 級 の 担 当 教 員 は 、 か な りの 割 合 で 特 別 支 援 学 校 教 諭 免
許 状 を有 しな い 状 況 に あ り、 専 門 性 を 担 保 す る とい う意 味 で も特
別 支 援 学 校 教 諭 免 許 状 の 取 得 に 向 け た 研 修 の 充 実 を 図 る 事 が 必
要 で あ る と考 え られ て い る (特殊 教 育 の 改 善 ・ 充 実 に 関 す る調 査
研 究 協 力 者 会 議,平成 9年)。 実 際 、 調 査 2でも 、 特 別 支 援 学 校
教 諭 免 許 状 を 取 得 して い る と回 答 した 教 員 は 、 特 別 支 援 学 校 教 諭
免 許 状 を 取 得 して い な い と回 答 した 教 員 よ り困 り感 が 少 な く、 特
別 支 援 学 校 教 諭 免 許 状 を 取 得 す る事 で 、 特 別 支 援 教 育 に 必 要 な ス
キ ル が 身 に 付 き 、 児 童 の 指 導 に も上 手 く応 用 で き て い る の で は な
い か と考 え られ る。 これ らの 事 を踏 ま え る と、 特 別 支 援 教 育 に 関
す る 専 門 性 の 確 保 は 重 要 な 項 目に な る と考 え る。 しか し、 通 常 学
校 の 場 合 、 特 別 支 援 学 校 教 諭 免 許 状 の 区 分 と対 応 して い な い 、 言
語 障 害 や 、 自 閉 症 ・ 情 緒 障 害 な どの 専 門 性 の確 保 な ど、 軽 度 の 障
害 の あ る 児 童 に 対 す る 指 導 の 専 門 性 の 在 り方 に つ い て も 問 わ れ
る た め 、 今 後 、 そ の 部 分 に つ い て も専 門 性 を検 討 す る必 要 が あ る
の で は な い か と考 え られ る。
次 に 、 校 内 体 制 に 関 す る 困 り感 や 、 担 任 の 負 担 に 関 す る 困 り感
を 軽 減 させ る た め の 対 応 策 を 検 討 して い き た い 。
小 学 校 の 特 別 支 援 学 級 に'つい て は 、 児 童 の 障 害 の 状 態 が 多 様 化
して い る た め 、 そ れ に応 じた 様 々 な 教 育 課 程 の 編 成 と実 施 が 求 め
られ て い る。 ま た 、 通 常 学 級 と特 別 支 援 学 級 の 交 流 が 積 極 的 に 行
わ れ る よ うに な つ て は き て い る が 、 特 別 支 援 学 級 の 児 童 に 対 す る
指 導 は 、 特 別 支 援 学 級 担 任 だ け に 任 され る場 合 も 多 く 、 孤 立 しが
ち との 声 も 聞 か れ る。 こ の た め 、 特 別 支 援 学 級 を 学 校 全 体 で 支 援
す る と と も に 、 通 常 学 級 の 児 童 に も理 解 ・ 啓 発 に 努 め る な ど、 学
校 全 体 で 特 別 支 援 学 級 に お け る 教 育 の 充 実 を 図 つ て い く こ と が
必 要 で あ る と述 べ られ て い る (21世紀 の 特 殊 教 育 の 在 り方 に 関 す
る調 査 研 究 協 力 者 会 議 ,平成 13年)。 しか し、調 査 2の結 果 か ら
も示 唆 で き る よ うに 、 校 内 体 制 に 関 係 しそ うな 項 目で あ る 交 流 学
級 で 学 ぶ 時 間 に も 関 わ らず 、 児 童 が 支 援 学 級 に 戻 つ て く る こ とや 、
教 員 同 士 で 教 材 作 り、 年 間 計 画 の 打 ち合 わ せ 、 指 導 技 術 な ど教 え
合 い な ど を し て な い と 回 答 した 教 員 の 学 校 で は 連 携 が で き て な
い 事 が 予 想 され 、 ま た 、 特 別 支 援 学 級 担 任 は 能 力 が 低 い と思 わ れ
て い る教 員 は 、全 体 の 4人に 1人の 割 合 で あ り、 学 校 の 中 で 孤 立
感 を感 じて い る と回 答 した 教 員 も 3人に 1人と多 くの 教 員 が 困 り
感 や 負 担 を感 じて い る現 状 が あ る よ うだ 。 こ の こ とか ら、 学 校 の
中 で 教 員 同 士 の 連 携 が 上 手 く取 れ て な い 事 で 、校 内 体 制 に 関 す る
困 り感 や 、 担 任 の 負 担 に 関 す る 困 り感 に 大 き な 影 響 を 与 え て い る
こ とが 考 え られ 、 教 員 同 士 の 連 携 が 上 手 く取 れ る こ とで 、 校 内 体
制 や 担 任 の 負 担 に 関 す る 困 り感 の 軽 減 に つ な が る の で は な い か
と思 う。
今 後 、 特 別 支 援 学 級 担 任 だ け で な く、 管 理 職 を は じ め と した 教
職 員 が 一 人 一 人 の 障 害 の あ る 児 童 に 対 す る 理 解 や 指 導 上 の 専 門
性 を 高 め る こ とで 、 組 織 と して 一 体 と な つ た 取 り組 み が 可 能 と な
る よ うな 学 校 内 で の 支 援 体 制 の 構 築 をす る こ とが 求 め られ る (特
別 支 援 教 育 の 在 り方 に 関 す る調 査 研 究 協 力 会 議 、 平 成 15年)。 ま
た 、 各 都 道 府 県 や 、 教 育 委 員 会 の 中 で 、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 法
整 備 等 を しっ か り行 い 、 教 員 に 対 して も研 修 制 度 の 充 実 や 、 特 別
支 援 学 級 の 在 り方 を 考 え る こ とで 、 特 別 支 援 学 級 担 任 の 困 り感 が
少 しは 軽 減 で き る の で は な い か と考 え る。
本 研 究 の 課 題 と して 、 調 査 1にお い て 、 特 別 支 援 学 級 担 任 が 抱
え る 困 り感 を集 団 イ ン タ ビ ュ ー で 問 い 、調 査 2では 特 別 支 援 学 級
担 任 の 困 り感 を 質 問 紙 調 査 で 明 らか に した 。 しか し、 調 査 2の質
問 紙 調 査 で は 、 自 由 記 述 箇 所 を設 け な い とい う工 夫 は 施 した も の
の 、 全 て の 学 校 に 対 して 、 支 援 員 が い る等 の 前 提 で 進 め た た め 、
有 効 回 答 が 伸 び 悩 む 結 果 とな つ た 。 ま た 、質 問 紙 調 査 の 198人と
言 う結 果 だ け で 、 どれ だ け 一 般 化 で き る の か とい う こ と に つ い て
は 不 安 を残 した 。 ま た 、 限 られ た 研 究 期 間 の 中 で 、 調 査 1と調 査
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2を分 け て 行 う とい う計 画 を た て た 。 調 査 1は調 査 2を進 め る に
当 た り、 重 要 な 土 台 とな る た め 、 丁 寧 な 分 析 が 必 要 で あ り、 で き
る だ け 早 い 時 期 に 行 う こ と が 適 切 で あ る と考 え られ る 。 しか し、
調 査 2にお い て 、8月中 とい う、 夏 休 み の 中 旬 とい う期 間 を設 定
した た め 、本 務 教 員 以 外 の 回 答 率 が 低 く、調 査 2の調 査 期 間 に つ
い て も 、 も う少 し検 討 す べ き で あ つ た と言 え る。
最 後 に 、 本 研 究 は 小 学 校 特 別 支 援 学 級 担 任 の 困 り感 に 着 日 して
進 め て き た が 、 具 体 的 な 検 討 を十 分 に 触 れ られ な い ま ま と な っ た 。
本 論 文 の 中 で も述 べ て き た よ うに 、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 専 門 性
を 向 上 させ る こ とや 、 校 内 体 制 の 整 備 、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る研
修 会 に つ い て 重 要 で あ る こ と は 述 べ て い る が 、 問 題 解 決 と な る 明
確 な 答 え を 見 つ け る こ と は 厳 しい 現 状 で あ る。 だ が 、 今 後 も通 常
学 校 に 特 別 な 支 援 を 必 要 とす る 児 童 生 徒 は 増 え る こ と が 考 え ら
れ 、 これ か ら先 も 、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 法 整 備 や 、 校 内 体 制 、
教 職 員 との 連 携 や 、研 修 会 な どに つ い て の 在 り方 を 考 え て い く必
要 が あ る と考 え る。     ｀ヽ
今 回 、 こ の 研 究 と通 して 、 小 学 校 特 別 支 援 学 級 担 任 が 抱 え る 困
り感 に つ い て 考 え る機 会 と な つ た こ と は 大 変 有 意 義 で あ っ た 。 今
後 こ の研 究 が 、 小 学 校 特 別 支 援 学 級 担 任 の み な らず 、 教 育 そ の も
の の 在 り方 に つ い て も再 考 す る契 機 とな り、 ま た 、 そ の 可 能 性 の
広 が りに 寄 与 す る事 を 期 待 す る。
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指導教員 :石倉 健二 准教授
I 以下の項目にご自身のことをご記入ください。
1 本務教員ですか臨時的任用教員です力、 (材 狽
2 特別支援学級担任をして今年度で通算何年目です力■        (







( 知的障害  肢体不自由  病弱―身体虚弱  弱視  難聴  言語障害  情緒障害  )
6 今年度、特別支援教育に関する本や資料を何冊位調べましたか、又は読みました力ヽ (   冊)











































スキルアップに関する事で、どの程度困つています力、 1 2 3 4
2 校内体制に関する事で、どの程度困つています力、 1 2 3 4
3 児童への指導に関する事で、どの程度困つています力、 1 2 3 4
4 児童の実態把握に関する事で、どの程度困つています力、 1 2 3 4
5 保護者との連携に関する事で、どの程度困つていま力 、 1 2 3 4
6 支援員との関係に関する事で、どの程度困つています力、 1 2 3 4
7 教員同士の連携や人間関係で、どの程度困つていまつ 、 1 2 3 4
8 担任としての負担に関する事で、どの程度困つています力、 1 2 3 4
1資料J
Ⅲ 以下の38項目について、「はい」又は「いいえ」で当てはまるものに○をつけて下さい。
01特別支援教育についての校内体制は整っています力Ъ は い いいえ
02特別支援学級に在籍している児童について、教員間で共通理解はできています力、 はい いいえ
03交流学級で学ぶ時間にも関わらず、児童が特別支援学級に戻つてくることはあります力ゝ は い いいえ
04学校行事等で、支援が必要な児童に適切な配慮ができています力Ъ はい いいえ
05学校行事等で、支援が必要な児童に対して校内での連携はできています力Ъ は い いいえ
06校内や交流学級で急な予定変更があった場合、特別支援学級にも連絡はあります力、 はい いいえ













20保護者からたくさんの要求があります力、 は い いいジこ
21保護者と会う機会がたくさんあります力Ъ は い いいえ





26保護者からの情報を学校内の指導に活かせています力Ъ は い いいえ




31他の特別支援学級や特別支援学校の教員と交流する機会があります力、 は い いいノこ
32他の教員から、特別支援学級は楽だと思われていると感じます力Ъ はい いいえ









本 研 究 を 進 め る に あ た り、 指 導 教 員 の 石 倉 健 二 先 生 に は 、 終 始
丁 寧 な 、 ご指 導 ご助 言 を 頂 き ま した 。
ま た 、 障 害 科 学 コ ー ス の 先 生 方 に は 、 中 間 指 導 会 等 の機 会 を 通
じて 、 た く さん の 貴 重 な ご指 導 、 ご助 言 を 頂 き ま した 。 深 く感 謝
申 し上 げ ま す 。
本 研 究 の 各 調 査 に お き ま して は 、 ご多 用 中 に も 関 わ らず 、 現 職
の 先 生 方 や 、A県内 の 特 別 支 援 学 級 担 当 教 員 の 皆 様 な ど多 くの 方
に ご協 力 頂 き ま した 。 ご意 見 や ご 回 答 の 一 つ 一 つ が 、 大 変 貴 重 な
も の で あ う た と感 じて い ま す 。 厚 くお 礼 申 し上 げ ま す 。
い つ も た く さ ん の ア ドバ イ ス と励 ま しの 言 葉 を 頂 い た 石 倉 ゼ
ミの 皆 様 に も 、 感 謝 の 気 持 ち で い つ ぱ い で す 。 あ わ せ て 、 共 に 学
ばせ て 頂 い た 障 害 科 学 コー ス の 先 輩 方 、 同 期 の 皆 様 、 後 輩 の 皆 様
に も感 謝 申 し上 げ ま す 6
2014名手 12月 22 日
島 袋  大 地
